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緖　

言

か
の
朱
熹
に
「
端
良
、
此
に
止お

は
る
は
極
め
て
傷
惜
す
べ
し
」（『
晦
庵
先
生
朱
文
公

文
集
』
卷
三
十
五
「
與
劉
子
澄
」）
と
そ
の
早
世
を
哀
惻
さ
せ
た
人
、
そ
れ
が
字
端
良
、

存
齋
と
號
し
た
南
宋
の
羅
願
で
あ
る
。
朱
熹
に
遲
れ
る
こ
と
五
年
ほ
ど
、
紹
興
六
年

（
一
一
三
六
）に
生
を
徽
州
歙
縣（
現
安
徽
省
黃
山
市
）に
享
け
、淳
熙
十
一
年（
一
一
八
四
）

に
知
鄂
州
在
官
の
ま
ま
遽
然
と
し
て
卒
し
て
い
る
。
朱
熹
は
續
け
て
「
社
記
は
樸
拙

粗
疎
に
て
文
字
を
成
さ
ず
、
端
良
以
て
如
何
と
爲
す
か
を
知
ら
ず
。
渠か

れ

の
文
字
は
細

密
、
經
緯
有
り
て
愛
す
べ
し
」
と
記
し
、
羅
願
と
こ
の
書
翰
を
送
っ
た
劉
淸
之
と
に

依
賴
さ
れ
て
淳
熙
十
年
春
に
執
筆
し
た
己
が
「
鄂
州
改
建
社
稷
壇
記
」
の
鄙
拙
に
比

し
て
、
羅
願
の
遺
稿
集
『
羅
鄂
州
小
集
』
に
收
め
る
諸
文
が
「
細
密
」
で
「
經
緯
」

あ
る
と
稱
揚
し
、「
羅
集
等
、
異
時
に
刻
就な

り
、
各
お
の
一
二
本
を
求
」
め
て
も
い

る
。
ま
こ
と
に
「
南
渡
の
後
、
文
章
に
先
秦
西
漢
の
風
有
る
は
、
惟
だ
羅
鄂
州
一
人

の
み
」（
方
回
「
爾
雅
翼
跋
」）
な
の
で
あ
っ
た①
。

宋
代
地
方
志
の
傑
作
と
さ
れ
、
乾
嘉
の
章
學
誠
も
「
今
の
學
者
、
宋
人
の
方
志
を

論
ず
る
に
、
亦
た
羅
氏
の
新
安
志
と
范
氏
の
吳
郡
志
と
を
推
し
て
稱
首
と
爲
す
は
異

辭
無
し
」（『
文
史
通
義
』
卷
八
）
と
確
言
す
る
『
新
安
志
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る

羅
願
で
あ
る
が
、
そ
の
「
學
た
る
や
、
三
代
の
制
作
名
物
、
帝
王
經
世
の
迹
、
古
今

治
忽
の
變
よ
り
、
下
は
草
木
蟲
魚
の
隱
賾
に
逮お

よ

ぶ
ま
で
、
博
考
精
思
、
淹
貫
せ
ざ
る

靡な

」（
趙

「
書
羅
鄂
州
小
集
目
錄
後
」）
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
小
論
で
は
、草
木
鳥
獸
蟲
魚
に
お
け
る
「
探
賾
索
隱
」（『
周
易
』
繫
辭
傳
）、す

な
わ
ち
幽
玄
蘊
奧
を
探
究
し
た
成
果
で
あ
り
、
時
に
「
奇
書
」（
洪
焱
祖
「
爾
雅
翼
識

語
」）
と
も
稱
さ
れ
る
動
植
物
專
門
の
詞
典
『
爾
雅
翼
』
の
特
徵
に
つ
い
て
、
そ
の
撰

述
者
た
る
羅
願
の
生
涯
や
宋
代
の
雅
學
、
ま
た
本
草
學
や
い
わ
ゆ
る
「
鳥
獸
草
木
之

學
」
と
關
わ
ら
せ
な
が
ら
仔
細
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一　

羅
願
の
生
平

羅
願
は
、
朱
熹
や
周
必
大
の
畏
友
で
あ
り②
、
朱
熹
『
小
學
』
の
實
質
的
な
撰
者
と

さ
れ
る
靜
春
先
生
こ
と
劉
淸
之
と
も
き
わ
め
て
懇
意
の
閒
柄
で
あ
っ
た
が③
、
そ
の
傳

記
は
、
正
史
に
お
い
て
は
父
で
あ
る
羅
汝
楫
の
傳
に
附
載
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
は

八
十
字
に
も
滿
た
な
い
𥳑
素
な
も
の
で
あ
る④
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
羅
願
の
事
蹟
や
羅

氏
の
經
歷
を
、
比
較
的
詳
細
な
曹
涇
「
鄂
州
太
守
存
齋
羅
公
傳
」（『
新
安
文
獻
志
』
卷

九
十
四
、以
下
「
羅
公
傳
」）
や
汪
舜
民
『
徽
州
府
志
』
卷
七
「
羅
願
傳
」（
以
下
「
羅
願

傳
」）
等
に
基
づ
き
つ
つ
し
ば
し
追
っ
て
み
よ
う
。

徽
州
羅
氏
に
と
っ
て
大
き
な
轉
機
と
な
っ
た
の
は
、
羅
願
の
父
汝
楫
が
政
和
二
年

（
一
一
一
二
）
に
進
士
に
及
第
し
、
以
後
中
央
官
界
で
要
職
を
歷
任
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
宋
濂
「
徽
州
羅
府
君
墓
誌
銘
」（『
宋
學
士
文
集
』
卷
四
十
四
）
に
「
其
の
先
、
祝

融
の
裔
よ
り
出
で
、
封
を
羅
に
受
け
、
子
孫
遂
に
羅
を
以
て
氏
と
爲
す
」
と
說
き
起

こ
さ
れ
る
羅
氏
は
、
曹
涇
「
羅
公
傳
」
や
洪
适
「
羅
尙
書
墓
誌
銘
」（『
盤
州
文
集
』
卷

羅
願
爾
雅
翼
考

澁　

澤　
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七
十
七
）
に
よ
る
と
、春
秋
の
頃
は
宜
城
や
枝
江
と
い
っ
た
襄
荊
（
現
湖
北
省
一
帶
）
の

閒
に
居
住
し
、そ
の
後
、豫
章
（
現
江
西
省
北
部
）
に
移
っ
て
い
る
。「
五
季
之
亂
」
す

な
わ
ち
五
代
の
戰
亂
を
避
け
、
東
し
て
徽
州
に
落
ち
つ
い
た
の
は
、
羅
願
の
高
祖
仁

昇
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る⑤
。

さ
て
、『
宋
史
』
に
立
傳
さ
れ
る
羅
汝
楫
、
字
彥
濟
は
、
中
央
官
僚
と
し
て
官
は
吏

部
尙
書
（
正
二
品
）
に
至
り
、
死
後
に
文
散
官
に
お
け
る
最
高
位
、
開
府
儀
同
三
司

（
從
一
品
）
を
追
贈
さ
れ
る
一
廉
の
人
物
で
あ
っ
た⑥
。
晩
年
、
知
嚴
州
軍
州
事
に
除
せ

ら
れ
た
際
も
、龍
圖
閣
學
士
（
正
三
品
）
を
帶
び
て
地
方
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

尊
崇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う⑦
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
汝
楫
が
吏
部
尙
書
に
就

く
ま
で
に
監
察
御
史
、
殿
中
侍
御
史
、
右
諫
議
大
夫
、
御
史
中
丞
と
い
っ
た
、
彈
劾

や
諫
言
を
旨
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
言
路
官
」
を
歷
任
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
御
史

臺
は
文
武
百
官
の
彈
劾
糾
察
を
司
る
が
、
中
丞
は
そ
の
實
質
的
な
長
官
で
あ
っ
た
。

實
は
時
の
宰
相
は
、
後
に
朱
熹
に
痛
烈
に
罵
倒
さ
れ
、
溫
州
縣
學
に
あ
っ
た
そ
の

祠
宇
ま
で
毀
た
れ
る
こ
と
と
な
る
惡
名
高
い
姦
臣
の
秦
檜
で
あ
っ
た⑧
。
つ
ま
り
、
羅

願
の
父
汝
楫
は
、
對
金
講
和
派
側
に
立
つ
臺
諫
の
徒
と
し
て
、
岳
飛
に
代
表
さ
れ
る

抗
戰
論
者
た
ち
を
執
拗
に
肅
正
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
羅
願

の
撰
に
な
る
『
新
安
志
』
先
逹
篇
に
收
め
ら
れ
る
父
の
傳
記
「
先
君
尙
書
」
に
、
秦

檜
と
の
接
點
は
仄
め
か
さ
れ
て
も
い
な
い
。
し
か
し
、
正
史
や
南
宋
初
期
の
貴
重
な

史
料
と
い
え
る
李
心
傳
『
建
炎
以
來
繫
年
要
錄
』
を
閱
す
れ
ば
、
汝
楫
が
秦
檜
と
密

接
な
繫
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
明
ら
か
と
な
ろ
う⑨
。
こ
の
こ
と
は
羅
願

に
と
っ
て
終
生
う
し
ろ
め
た
さ
と
し
て
强
く
意
識
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
後
述

す
る
よ
う
に
羅
願
の
死
に
ま
つ
わ
る
奇
話
に
も
影
響
を
與
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。羅

汝
楫
は
、紹
興
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）
に
死
去
し
た
。
時
に
知
徽
州
と
し
て
赴

い
て
い
た
『
隷
釋
』
で
知
ら
れ
る
洪
适
（
洪
邁
の
兄
）
が
、
前
出
「
羅
尙
書
墓
誌
銘
」

を
羅
願
の
生
母
兪
夫
人
の
「
兪
淑
人
墓
誌
銘
」
と
と
も
に
贈
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

汝
楫
に
男
子
六
人
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
み
な
恩
蔭
に
よ
り
仕
官
し
て
い

た
ら
し
い
が
、
進
士
登
第
は
五
男
の
羅
願
だ
け
だ
っ
た
よ
う
だ
。

羅
願
は
、「
幼
く
し
て
凝
重
寡
言
、
資

う
ま
れ
つ
き

特
に
穎
異
な
り
。
甫は

じ

め
て
七
歲
に
し
て
能

く
靑
草
賦
を
爲
り
、以
て
父
を
壽こ

と
ほぐ

」（「
羅
公
傳
」）
と
さ
れ
、髫
年
に
し
て
「
穎
異
」、

つ
ま
り
拔
群
に
優
秀
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
少や

や

長
じ
て
落
筆
す
れ
ば
萬
言
な

る
も
、
既
に
冠
す
れ
ば
乃
ち
數
月
、
妄
り
に
一
語
を
も
下
さ
ず
」（「
羅
公
傳
」）、「
其

の
精
思
す
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
」（
方
回
「
爾
雅
翼
跋
」）
と
あ
り
、
そ
の
好
學
深
思

ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

紹
興
二
十
五
年
（
一
一
五
五
）、
羅
願
二
十
二
歲
、
恩
蔭
を
以
て
承
務
郞
（
從
九
品
）

に
補
せ
ら
れ
、
監
當
官
た
る
監
臨
安
府
新
城
縣
稅
を
授
け
ら
れ
る
。
そ
の
三
年
後
、

「
連つ

づ

け
て
內
外
艱
に
丁あ

た
る
」（「
羅
公
傳
」）
と
あ
る
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
に
父
母
を
亡
く

し
た
ら
し
い
。
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）、
監
饒
州
景
德
鎭
稅
と
し
て
「
能
名
有
り
」

（「
羅
公
傳
」）、
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）、
祠
祿
官
の
監
南
嶽
廟
を
受
け
、
翌
年
つ
い
に

進
士
の
第
に
登
り
「
才
望
、
斗た

ち
まち

著
れ
」（「
羅
公
傳
」）、
饒
州
鄱
陽
知
縣
を
授
け
ら
れ

る
も
才
を
恃
み
て
往
か
ず
、
主
管
台
州
崇
道
觀
に
祠
祿
を
領
し
て
い
る
。
な
お
、
羅

願
は
恩
補
の
位
階
を
有
し
な
が
ら
、實
力
を
も
っ
て
科
擧
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
鎖
廳
試
に
よ
る
合
格
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う⑩
。
八
年
（
一
一
七
二
）、
通
判

贛
州
軍
州
事
と
な
り
州
事
を
も
攝
行
す
る
。
淸
廉
な
政
治
と
風
紀
の
美
化
と
に
よ
り

劫
掠
や
訴
訟
も
な
く
な
り
、「
贛
人
、
之
を
賴
み
と
し
頌
聲
翕
然
」（「
羅
願
傳
」）
た
る

あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
同
州
敎
官
で
あ
っ
た
劉
靖
之
（
淸
之
の
兄
）

と
誼
あ
り
、
官
事
の
暇
を
み
つ
け
て
は
倦
ま
ず
學
宮
に
到
り
「
淑
艾
の
功
」（「
羅
公

傳
」）、
す
な
わ
ち
後
學
育
成
に
勵
ん
で
も
い
る
。

淳
熙
元
年
（
一
一
七
四
）、『
爾
雅
翼
』
の
稿
成
り
、
翌
年
『
新
安
志
』
も
成
る
。
時

に
羅
願
四
十
歲
、
公
私
と
も
に
充
實
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
當
た
る
で
あ
ろ
う
。
六

年
（
一
一
七
九
）、
秩
滿
ち
て
知
南
劍
州
軍
州
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
羅
願
の
政
績
に
つ

い
て
、「
公
宜
し
く
淸
要
の
選
に
在
る
べ
し
」（「
羅
公
傳
」）
と
い
っ
た
朝
廷
へ
の
奏
聞
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が
續
き
、
陛
對
の
上
奏
文
に
お
い
て
も
「
民
を
富
ま
す
を
主
と
し
、
浮
文
を
爲
さ
ず
、

積
弊
を
切
中
す
」（「
羅
願
傳
」）
な
ど
と
銳
く
積
年
の
弊
害
を
突
い
て
い
た
よ
う
で
、

孝
宗
の
「
卿
の
磊
落
た
る
議
論
、采
る
べ
し
。
必
ず
朕
の
委
に
副そ

は
ん
」（「
羅
願
傳
」）

と
の
賞
識
と
大
臣
ら
の
推
薦
と
を
得
て
、
十
年
（
一
一
八
三
）、
知
鄂
州
に
改
め
ら
れ

た
。
こ
の
と
き
朱
熹
は
、「
淳
熙
十
年
春
、
朝
奉
郞
知
鄂
州
事
、
新
安
羅
侯
願
、
書
を

以
て
來
る
」（『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
七
十
九
「
鄂
州
社
稷
壇
記
」）
と
記
し
て
い
る

の
で
、
朝
奉
郞
（
正
七
品
）
に
補
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

都
督
州
格
の
鄂
州
（
現
湖
北
省
東
部
）
は
長
江
中
流
域
に
あ
っ
て
最
大
の
城
市
で
あ

り
、「
今
の
巨
鎭
」（
葉
適
『
水
心
集
』
卷
九
「
漢
陽
軍
新
修
學
記
」）
と
稱
さ
れ
、
洪
邁

に
よ
り
「
鄂
州
は
富
商
武
邦
に
寧
ん
じ
、
大
肆
を
啓
き
縑
帛
を
貨
と
し
、
交
易
豪
盛
、

一
郡
の
甲
た
り
」（『
夷
堅
志
』
支
庚
卷
五
「
武
女
異
疾
」）
と
描
寫
さ
れ
る
華
中
の
大
都

市
で
あ
っ
た
。
淳
熙
四
年
（
一
一
七
七
）、
成
都
か
ら
の
歸
路
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た

范
成
大
は
、
そ
の
繁
盛
ぶ
り
を
長
江
沿
い
に
數
萬
軒
の
家
々
が
竝
び
、
商
店
は
櫛
の

齒
の
ご
と
く
に
密
集
、
酒
樓
は
壯
麗
さ
を
誇
り
、「
川
（
四
川
）・
廣
（
廣
東
）・
荆
（
湖

南
）・
襄
（
湖
北
）・
淮
（
江
蘇
）・
浙
（
浙
江
）
の
貿

の
會
」（『
吳
船
錄
』
卷
下
）
で
あ

る
な
ど
と
記
錄
し
、
そ
の
殷
富
を
き
わ
め
る
さ
ま
を
活
寫
し
て
い
る⑪
。
羅
願
は
こ
の

任
地
に
赴
く
や
、
時
に
通
判
鄂
州
軍
州
事
で
あ
っ
た
知
音
の
劉
淸
之
と
と
も
に
勸
學

劭
農
に
盡
力
し
、
烈
女
の
祠
堂
を
整
備
し
て
「
鄂
州
張
烈
女
祠
堂
碑
」（『
羅
鄂
州
小

集
』
卷
四
）
を
撰
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
治
績
は
、城
壁
の
修
築
や
整
備
と

い
っ
た
防
衞
、
土
地
の
測
量
や
饑
民
對
策
を
も
含
む
田
制
、
治
安
の
維
持
や
奴
婢
掠

賣
を
禁
止
す
る
司
法
、
醫
療
の
充
實
や
疾
病
對
策
と
い
っ
た
衞
生
に
ま
で
及
ん
だ
。

し
か
し
、
赴
任
の
わ
ず
か
翌
年
、
淳
熙
十
一
年
（
一
一
八
四
）
七
月
十
三
日
、
急
逝
す

る
こ
と
に
な
る
。
行
年
四
十
九
で
あ
っ
た
。

『
宋
史
』
は
、
そ
の
死
因
に
つ
い
て
す
こ
ぶ
る
傳
奇
的
な
說
を
載
せ
る
。
そ
れ
は
、

「
鄂
州
に
知
た
り
て
治
績
有
る
も
、父
の
故
を
以
て
敢
て
岳
飛
の
廟
に
入
ら
ず
。
一
日

自
ら
吾
が
政
の
善
な
る
を
念
ひ
、
姑し

ば
らく

し
て
往
き
之
を
祠
る
も
、
甫
め
て
拜
す
る
や

遽
に
像
前
に
卒
す
。
人
疑
ふ
ら
く
に
飛
の
憾う
ら

み
釋ゆ

る

さ
れ
ず
と
云
ふ
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
岳
飛
廟
に
お
け
る
像
前
で
の
頓
死
は
祟
り
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ

は
父
の
羅
汝
楫
が
臺
諫
と
し
て
秦
檜
側
に
立
っ
て
岳
飛
を
彈
劾
し
た
か
ら
で
あ
る
と

噂
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
鄂
州
は
、
こ
こ
を
本
據
地
と
し
て
軍
を
展
開
さ
せ
た

岳
飛
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
に
は
岳
武
穆
祠
が
建
設
さ
れ

て
い
た
。
岳
飛
に
「
鄂
王
」
が
追
封
さ
れ
る
の
は
や
や
後
の
嘉
定
年
閒
の
こ
と
で
あ

り
、
羅
願
が
赴
任
し
た
頃
は
祠
廟
落
成
し
て
ま
だ
十
五
年
ほ
ど
で
あ
る
が
、
謬
醜
秦

檜
が
謀
殺
し
た
武
穆
岳
飛
は
、
既
に
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
か
ら
、
と
か
く
の
風

聞
が
喧
傳
さ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
曹
涇
「
羅
公
傳
」
は
、『
新
安
續
志
』
を
引
い
て
「
旱ひ

で
りに

値あ

ふ
も
日
中
に

立
ち
、
精
禱
し
て
疾
に
致
る
」
と
述
べ
、「
鄂
人
、
像
を
靈
竹
寺
の
孟
宗
泣
竹
處
に
繪

き
、
劉
貳
車
（
劉
淸
之
）、
爲
に
小
集
を
郡
に
刊
す
」
と
續
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
羅

願
の
急
死
は
鄂
州
大
旱
の
際
に
日
中
精
禱
し
た
、
い
わ
ば
鞠
躬
盡
瘁
の
ゆ
え
で
あ
る

と
い
う
。
陸
以

も
「
宋
羅
汝
楫
の
子
願
、
鄂
州
に
知
た
り
て
善
政
有
り
。
曹
涇
、

本
傳
を
作
る
に
新
安
續
志
を
引
き
て
謂
ふ
、
鄂
州
大
い
に
旱
し
、
願
、
日
中
に
立
ち

て
請マ

マ

禱
し
、
疾
に
致
り
て
卒
す
と
。
王

、
小
集
後
序
を
作
り
て
亦
た
然
り
と
云
ふ
。

乃
ち
宋
史
に
、
鄂
州
に
知
た
る
も
、
父
の
嫌
を
以
て
敢
て
岳
廟
に
入
ら
ず
。
一
日
自

ら
吾
が
政
の
善
な
る
を
念
ひ
、
姑
く
し
て
往
き
之
を
祠
る
も
、
甫
め
て
拜
す
る
や
遽

に
像
前
に
死
す
と
謂
ふ
は
、是
れ
假
り
る
に
神
忠
武
（
岳
飛
）
を
以
て
し
て
適
た
ま
其

の
妄
な
る
を
見
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
聰
明
正
直
な
る
こ
と
忠
武
の
ご
と
し
、
豈
に

其
の
父
の
惡
に
因
り
て
譴せ

め

を
其
の
子
に
及
ぼ
さ
ん
や
」（『
冷
廬
雜
識
』
卷
一
）
と
述
べ
、

正
史
の
妄
說
を
批
判
す
る⑫
。
ま
た
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』（
以
下
『
四
庫
提
要
』）
は
、

「
願
の
父
汝
楫
、
秦
檜
を
助
け
以
て
岳
飛
を
害
す
。
天
下
の
公
怒
を
犯
す
も
、
願
、
學

問
該
博
、
文
章
高
雅
、
乃
ち
卓
然
と
し
て
以
て
自
立
す
る
有
り
。
父
惡
の
掩
ふ
所
と

爲
ら
ず
。（
朱
熹
・
方
回
の
讚
辭
引
用
中
略
）
朱
子
は
南
宋
の
初
め
に
當
り
、
方
回
は
南

宋
の
末
に
當
る
。
其
の
推
重
す
る
こ
と
一
轍
に
出
づ
る
が
ご
と
く
、
一
代
の
作
者
た
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る
こ
と
願
に
於
い
て
異
詞
無
き
を
知
る
な
り
」
と
持
平
の
論
を
も
っ
て
評
し
て
い
る⑬
。

こ
の
よ
う
に
、
高
官
で
あ
っ
た
汝
楫
の
罪
過
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
常
で

あ
っ
た
羅
願
は
、
恩
補
だ
け
に
賴
ら
ず
進
士
に
及
第
し
、
時
に
は
天
子
の
眷
顧
を
こ

う
む
る
實
績
を
上
げ
な
が
ら
も
、
父
と
は
ま
っ
た
く
相
違
し
て
中
央
の
政
界
と
離
れ

た
地
方
官
や
祠
官
ば
か
り
を
歷
任
し
た
生
涯
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
そ

れ
は
、
文
雅
郁
々
た
る
徽
州
と
い
う
土
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
學
問
や
著
述
に
專
念
せ

ん
が
た
め
、
宋
代
士
大
夫
に
あ
り
が
ち
な
自
ら
切
望
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
顯
官
に
昇
る
こ
と
な
く
夭
逝
し
た
羅
願
で
こ
そ
あ
っ
た
が
、
各
々
特
色
の

あ
る
『
新
安
志
』
と
『
爾
雅
翼
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
名
文
を
收
め
る
『
羅
鄂
州
小

集
』
の
相
次
ぐ
刊
行
に
よ
り
、「
蓋
し
傳
道
（
羅
願
後
裔
）
の
先
、
宋
に
仕
へ
て
累
世

に
名
卿
を
爲
す
も
、（
羅
）
鄂
州
の
名
、
尤
も
著
る
」（
王

「
送
羅
傳
道
序
」）
と
徽
州

羅
氏
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
、
む
し
ろ
著
作
を
殘
さ
な
か
っ
た
羅
汝
楫
よ
り
も
後

世
に
語
り
繼
が
れ
、そ
の
子
孫
ら
も
「
復
た
彬
彬
然
と
し
て
道
を
稱
す
べ
き
者
多
く
、

故
に
新
安
の
世
家
を
論
ず
る
に
、
未
だ
羅
氏
よ
り
盛
ん
な
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」（
王

「
羅
鄂
州
小
集
後
序
」）
な
ど
と
稱
傳
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る⑭
。

二　

宋
代
の
雅
學

そ
も
そ
も
『
爾
雅
』
は
、「
五
經
を
訓
釋
し
、
同
異
を
辯
章
し
、
九
流
の
通
路
、
百

氏
の
指
南
を
實
た
し
、
多
く
鳥
獸
草
木
の
名
を
識
り
、
博
覽
に
し
て
惑
は
ざ
る
所
以
」

（『
經
典
釋
文
』
序
錄
）
の
も
の
で
あ
り
、
釋
詁
を
劈
頭
に
、
釋
言
、
釋
訓
、
釋
親
、
釋

宮
、
釋
器
、
釋
樂
、
釋
天
、
釋
地
、
釋
丘
、
釋
山
、
釋
水
、
釋
草
、
釋
木
、
釋
蟲
、

釋
魚
、
釋
鳥
、
釋
獸
、
釋
畜
の
諸
篇
よ
り
成
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る⑮
。
如
上

「
多
識
鳥
獸
草
木
之
名
」
の
一
句
が
、
孔
子
の
言
「
小
子
、
何
ぞ
夫
の
詩
を
學
ぶ
こ
と

莫
き
や
。
詩
は
以
て
興
す
べ
く
、
以
て
觀
る
べ
く
…
多
く
鳥
獸
草
木
の
名
を
識
る
」

（『
論
語
』
陽
貨
）
の
引
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
特
に
釋
草
以
下
の

各
篇
は
『
詩
經
』
所
詠
の
草
木
鳥
獸
蟲
魚
と
の
關
係
が
深
く
、
そ
の
經
文
の
多
く
が

毛
傳
鄭
箋
を
初
め
と
す
る
『
詩
經
』
の
漢
代
諸
注
と
も
一
致
し
て
い
る
。

釋
草
篇
以
下
は
文
字
通
り
動
植
物
の
名
稱
を
列
擧
し
、
そ
の
古
今
雅
俗
を
述
べ
て

お
り
、
古
代
の
生
物
詞
典
と
し
て
ま
こ
と
に
貴
重
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
甲
は

乙
な
り
」
式
の
訓
詁
の
聯
續
は
『
說
文
解
字
』
同
樣
に
𥳑
潔
を
き
わ
め
、
釋
草
篇
以

下
七
百
數
十
條
は
同
義
語
反
復
に
の
み
終
始
す
る
こ
と
が
多
く
、
後
世
に
あ
っ
て
そ

の
動
植
物
の
實
體
に
迫
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。『
經
典
釋
文
』
や
『
隋
書
』

經
籍
志
に
は
、
兩
漢
三
國
六
朝
期
に
相
次
い
で
現
れ
た
『
爾
雅
』
注
、
例
え
ば
犍
爲

文
學
、
劉
歆
、
樊
光
、
孫
炎
、
沈
旋
ら
の
名
を
載
せ
る
が
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が

早
々
に
散
佚
し
て
お
り
、
殘
さ
れ
た
數
十
條
を
輯
佚
書
や
類
書
で
確
認
し
て
も
、
訓

詁
學
の
域
を
何
ら
出
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

唯
一
ま
と
ま
っ
た
形
で
現
存
す
る
最
古
の
注
、
そ
れ
は
晉
の
郭
璞
、
字
景
純
の
も

の
で
あ
る
。
奇
書
『
山
海
經
』『
穆
天
子
傳
』
を
縱
橫
に
解
し
得
た
ほ
ど
の
博
覽
强
記

を
も
っ
て
『
爾
雅
』
の
古
語
名
物
に
挑
ん
だ
勞
作
で
あ
り
、
九
經
に
擢
ん
で
て
い
た

と
い
う
北
宋
の
邢

も
如
上
に
列
擧
の
注
家
を
「
各
お
の
名
家
と
雖
も
、
猶
未
だ
詳

備
せ
ざ
る
が
ご
と
し
」
と
そ
の
遺
漏
を
い
い
、「
惟
だ
東
晉
の
郭
景
純
の
み
心
を
用
ふ

る
こ
と
幾
ど
二
十
年
、
注
解
、
方
に
畢つ

く
し
、
甚ふ

か

く
六
經
の
旨
を
得
、
頗
る
百
物
の

形
を
詳
ら
か
に
し
、
學
者
、
焉
を
祖
と
し
最
も
稱
首
と
爲
す
」（『
爾
雅
注
疏
』
序
）
と

郭
璞
注
へ
の
稱
讚
を
惜
し
ま
な
い
。
實
は
、
後
章
で
述
べ
る
よ
う
に
羅
願
の
『
爾
雅

翼
』
も
こ
の
郭
注
を
起
點
と
す
る
の
は
無
論
の
こ
と
、
そ
の
注
釋
の
態
度
に
お
い
て

も
大
い
に
影
響
を
受
け
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。

そ
こ
で
、『
爾
雅
』
の
郭
璞
注
の
特
徵
に
つ
い
て
、
特
に
釋
動
植
物
諸
篇
へ
の
注
釋

に
焦
點
を
あ
て
𥳑
略
に
ま
と
め
て
お
け
ば
、
次
の
三
點
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

自
ら
の
實
見
體
驗
を
重
視
し
、
過
去
の
文
獻
の
み
に
依
據
し
な
い
。
次
に
、
存
疑
の

場
合
は
未
詳
や
未
聞
と
し
、
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
な
す
姿
勢
に
躊
躇
が
な
い
。
さ

ら
に
、
經
學
訓
詁
だ
け
で
は
な
く
、
實
體
そ
の
も
の
に
迫
ろ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
名
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物
學
的
、
本
草
學
的
な
態
度
を
常
に

せ
も
っ
て
い
る
。

一
點
目
、
自
ら
山
野
に
分
け
入
り
親
驗
目
睹
す
る
の
は
本
草
家
の
常
套
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
郭
注
所
引
の
書
物
を
一
瞥
し
て
も
、
經
書
以
上
に
本
草
書
か
ら
の
引

用
が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
か
ら
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
「
本
草
」
な
る
は
、

梁
の
陶
弘
景
が
集
成
し
た
『
神
農
本
草
經
集
注
』
以
前
の
今
は
亡
き
藥
物
書
、
例
え

ば
『
桐
君
采
藥
錄
』『
雷
公
藥
對
』『
李
氏
藥
錄
』
等
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

二
點
目
、こ
れ
は
從
來
の
經
學
家
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
態
度
で
あ
ろ
う
。『
山

海
經
』
に
み
え
る
動
植
鑛
物
に
つ
い
て
も
、
し
ば
し
ば
未
だ
詳
ら
か
に
せ
ず
と
素
直

に
記
す
郭
璞
で
あ
る
が
、『
爾
雅
』
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
釋
草
篇
各
條
の
一
割
以
上

に
亙
っ
て
未
詳
未
聞
に
類
す
る
語
が
み
え
て
い
る
。

三
點
目
、
郭
璞
は
他
の
『
爾
雅
』
注
の
ご
と
く
「
甲
は
乙
な
り
」
式
の
訓
詁
に
終

始
し
な
い
。
地
域
を
明
示
し
て
は
そ
の
方
言
、
異
名
、
俗
稱
を
擧
げ
、
時
に
產
地
と

と
も
に
藥
效
、
用
途
、
俚
諺
な
ど
に
も
觸
れ
る
。
形
態
や
生
態
に
つ
い
て
も
詳
し
く
、

動
植
物
誌
、
物
產
誌
と
し
て
の
性
格
を
も
備
え
て
お
り
、
む
し
ろ
陸
璣
『
毛
詩
草
木

鳥
獸
蟲
魚
疏
』
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
特
徵
は
、
宋
代
の
雅
學
に
も
十
分
受
け
繼
が
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
邢

、
字
叔
明
の
疏
に
關
し
て
は
、
少
々
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
確

か
に
邢

は
郭
璞
の
注
を
絕
讚
し
、
咸
平
二
年
（
九
九
九
）、
奉
敕
に
よ
り
『
爾
雅
注

疏
』
を
撰
す
る
に
あ
た
り
、
句
讀
も
含
め
全
面
的
に
郭
注
に
依
據
し
て
は
い
る
が
、

そ
れ
は
な
か
ば
形
骸
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
邢
疏
は
孔
穎
逹
『
毛
詩
正
義
』
な
ど

を
適
宜
抄
錄
し
つ
つ
、
郭
注
に
は
何
ら
の
異
議
を
唱
え
る
こ
と
な
く
右
か
ら
左
へ
と

敷
衍
す
る
の
み
で
あ
り
、
郭
璞
が
意
を
決
し
て
記
し
た
で
あ
ろ
う
未
詳
未
聞
に
つ
い

て
も
つ
い
に
一
言
も
觸
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た⑯
。
そ
れ
は
、「
疏
不
破
注
」
と
の
原
則

を
墨
守
し
た
ま
で
な
の
で
あ
ろ
う
が
、「
是
（
邢

）
の
學
も
亦
た
未
だ
人
に
過
ぐ
る

こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」（
錢
大
昕
）、「
多
く
は
毛
詩
正
義
を
掇
拾
し
、
掩
ひ
て
己
が
說

と
爲
せ
り
」（
邵
晉
涵
）
な
ど
と
し
ば
し
ば
惡
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る⑰
。
こ
の
邢

疏
以
降
、
宋
代
に
お
け
る
雅
學
で
重
要
な
著
作
は
、
陸
佃
『
爾
雅
新
義
』『

雅
』、

鄭
樵
『
爾
雅
注
』、
そ
し
て
羅
願
『
爾
雅
翼
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
生
物
を

中
心
と
す
る
名
物
に
多
く
の
蘊
蓄
を
傾
け
た
郭
璞
の
雅
學
を
繼
ぐ
も
の
と
し
て
は
、

ま
ず
、北
宋
最
末
期
の
宣
和
七
年
（
一
一
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
陸
佃
『

雅
』
が
擧

げ
ら
れ
る
。

陸
佃
、
字
農
師
は
越
州
山
陰
の
人
。
か
の
陸
游
の
祖
父
で
あ
り
、
正
史
に
よ
る
と

學
を
王
安
石
に
受
け
、『
禮
象
』『
春
秋
後
傳
』『

冠
子
注
』
と
い
っ
た
多
く
の
著
作

が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
既
に
亡
佚
し
て
い
る
も
の
の
、
現
存
す
る
『

雅
』

『
爾
雅
新
義
』
に
は
、
荊
公
新
學
の
影
響
が
强
く
う
か
が
わ
れ
、
殊
に
「
先
公
（
佃
）、

獨
り
詩
を
說
く
を
以
て
名
を
得
、
其
の
鳥
獸
艸
木
蟲
魚
に
于
て
尤
も
多
く
識
る
所
」

（
陸
宰
「

雅
序
」）
が
あ
っ
た
ら
し
い⑱
。

釋
魚
、
釋
獸
、
釋
鳥
、
釋
蟲
、
釋
馬
、
釋
木
、
釋
草
、
釋
天
の
八
篇
二
十
卷
か
ら

な
る
『

雅
』
は
、
子
陸
宰
の
序
に
よ
れ
ば
、
時
に
『
詩
講
義
』
が
盛
傳
し
て
い
た

陸
佃
が
、
神
宗
の
求
め
に
應
じ
「
說
魚
」「
說
木
」
の
二
篇
を
進
獻
、
さ
ら
に
益
加
筆

削
し
て
初
め
『
物
性
門
類
』
と
し
た
が
、そ
の
後
も
繼
續
修
訂
し
「
僅
か
に
四
十
年
、

獨
り
博
く
群
書
を
極
む
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
農
夫
・
牧
夫
・
百
工
・
技
藝
、
下
は
輿

臺
・

隷
に
至
る
ま
で
諏
詢
せ
ざ
る
莫
く
、
苟
も
聞
く
所
有
ら
ば
、
必
ず
試
驗
を
加

え
、
然
る
後
に
記
錄
」（
陸
宰
序
）
し
て
、
つ
い
に
『
爾
雅
』
の
「

」（
補
佐
）
た
る

べ
く
『

雅
』
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
風
雨
雷
電
星
辰
を
扱
う
釋
天
篇
が
あ
る
の
で

純
粹
な
る
動
植
物
詞
典
と
は
い
え
な
い
が
、
昆
蟲
を
含
む
動
物
約
百
九
十
種
、
植
物

約
九
十
五
種
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
宋
代
の
雅
學
の
み
な
ら
ず
生
物
學
史
に
お
い
て

も
重
要
な
著
作
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い⑲
。

陸
佃
が
農
夫
か
ら

隷
（
奴
僕
）
に
到
る
ま
で
詢
問
し
た
と
い
う
の
は
、後
章
に
お

い
て
詳
述
す
る
羅
願
の
本
草
家
的
な
姿
勢
と
關
わ
り
興
味
深
い
が
、
聲
を
も
っ
て
義

を
說
き
過
ぎ
る
王
安
石
『
字
說
』
に
依
存
す
る
こ
と
の
多
い
『

雅
』
の
評
價
は
必

ず
し
も
芳
し
く
な
い⑳
。
例
え
ば
、
釋
獸
篇
に
て
「
猫
」
を
解
し
て
「
鼠
善
く
苗
を
害
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し
、
猫
能
く
鼠
を
捕
り
苗
の
害
を
去
る
。
故
に
猫
字
、
苗
に
從
ふ
」、「

」
を
解
し

て
「
小
鹿
の
ご
と
く
し
て
美
な
り
。
故
に
章
に
從
ふ
。
章
は
美
な
り
」
と
す
る
な
ど

は
、
ま
さ
に
蘇
軾
に
揶
揄
さ
れ
た
類
の
い
わ
ゆ
る
右
文
說
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

「
波
」
を
水
の
皮
と
解
し
た
と
こ
ろ
、
東
坡
が
そ
れ
で
は
「
滑
」
は
水
の
骨
な
の
か
、

と
荊
公
を
默
ら
せ
た
笑
い
話
（『
鶴
林
玉
露
』
卷
三
甲
）
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、「
陸
氏
、

之
（
右
文
說
）
を
用
ひ
て
愼
ま
ず
。
未
だ
多
く
穿
鑿
附
會
の
說
を
免
れ
ず
。
…
其
の
繁

文
蕪
詞
、訓
詁
の
體
例
に
乖も

と

る
有
り
」（
胡
樸
安
『
中
國
訓
詁
學
史
』）
な
ど
と
、『

雅
』

は
節
度
を
超
え
た
音
義
說
、
牽
强
附
會
の
論
、
冗
長
蕪
雜
の
辭
多
し
と
見
な
さ
れ
る

の
も
無
理
は
な
い
。
生
物
學
史
硏
究
の
近
人
は
、
し
ば
し
ば
羅
願
の
『
爾
雅
翼
』
と

『

雅
』
と
を
比
較
し
て
、前
書
は
後
書
以
上
に
考
證
や
典
據
が
博
引
精
確
で
主
張
も

穩
當
實
直
で
あ
る
と
す
る
が㉑
、
こ
れ
は
『
四
庫
提
要
』
の
「
其
の
書
（『
爾
雅
翼
』）、

考
據
精
博
に
し
て
體
例
謹
嚴
、
陸
佃

雅
の
上
に
在
り
」
と
の
高
評
を
ふ
ま
え
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

羅
願
は
、
そ
の
『
爾
雅
翼
』
自
序
に
お
い
て
「
此
の
書
の
成
る
や
、
雅
の
羽
翰
た

ら
ん
。
其
の
涵う

る
ほす

こ
と
海
の
ご
と
く
、其
の
負
ふ
こ
と
山
の
ご
と
し
。
…
千
世
の
下
、

雅
と
竝
行
し
、
後
に
子
雲
・
君
山
（
揚
雄
・
桓
譚
）
の
儔

と
も
が
ら有

ら
ば
、
乃
ち
其
の
精
な

る
を
知
ら
ん
」、
つ
ま
り
、
我
が
書
は
『
爾
雅
』
の
大
き
な
羽
翼
た
り
て
千
代
に
竝
び

行
わ
れ
、
後
世
の
君
子
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
と
大
い
に
自
負
し
て
い
る
が
、

確
か
に
宋
代
雅
學
の
、特
に
陸
璣
や
郭
璞
に
始
ま
る
『
詩
經
』『
爾
雅
』
の
名
物
學
的

視
點
に
立
脚
し
て
み
れ
ば
、
羅
願
の
『
爾
雅
翼
』
こ
そ
は
き
わ
め
て
出
色
の
著
作
で

あ
ろ
う
。
か
の
王
應
麟
は
、
自
序
に
呼
應
し
て
「
纂
次
に
典
則
有
り
て
、
班
・
馬
（
班

固
・
司
馬

）
を
も
追
ふ
べ
し
。
雅
の
忠
臣
た
り
て
、之
に
翼
し
て
以
て
飛
ば
ん
」（「
爾

雅
翼
識
語
」）
と
讚
辭
を
呈
し
、
近
人
の
胡
樸
安
ら
も
、
宋
代
の
儒
者
は
性
理
學
ば
か

り
で
名
物
學
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
鄭
樵
・
陸
佃
・
羅
願
ら
の
成

果
が
あ
っ
た
と
し
つ
つ
、「
鄭
は
專
書
に
非
ず
、
蘭
蕙
を
以
て
一
物
と
爲
す
が
ご
と
く

疏
漏
時
に
有
り
。
陸
は
多
く
王
安
石
の
字
說
に
比
附
す
。
而
し
て
羅
書
は
善
と
爲
す
。

（『
四
庫
提
要
』
の
襃
辭
中
略
）
之
を
要
す
る
に
羅
氏
の
書
、
名
物
學
上
に
在
り
て
自
ら

相
當
の
價
値
有
り
。
洵
に
爾
雅
の
翼
た
る
べ
し
」（『
中
國
訓
詁
學
史
』）
と
高
く
評
價

す
る
の
で
あ
る㉒
。

こ
こ
で
、『
爾
雅
翼
』
の
詳
考
に
入
る
前
に
、
如
上
、
胡
樸
安
の
「（
宋
儒
は
）
性
理

の
談
の
み
を
詳
ら
か
に
し
、
名
物
の
辨
を
略は

ぶ

く
」
と
の
言
に
關
わ
り
、
宋
代
に
お
け

る
い
わ
ゆ
る
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

三　

鳥
獸
草
木
之
學

經
學
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
禮
樂
・
文
字
・
天
文
・
地
理
・
蟲
魚
・
草
木
・
方
書

の
學
」（『
宋
史
』
儒
林
傳
）
に
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
夾

先
生
こ
と
鄭
樵
、
字
漁
仲

は
、
性
理
學
盛
行
の
宋
代
に
あ
っ
て
實
學
の
、
殊
に
い
わ
ゆ
る
「
鳥
獸
草
木
之
學
」

を
重
視
し
た
學
者
と
し
て
名
物
に
博
雅
の
才
を
み
せ
、『
詩
名
物
志
』『
本
草
成
書
』

『
本
草
外
類
』
等
の
專
著
も
あ
っ
た
ら
し
く
、周
知
の
『
爾
雅
鄭
注
』
に
も
そ
の
蘊
奧

が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
が
い
か
ん
な
く
開
陳
さ
れ
て
い
る
の
は
、

雄
篇
『
通
志
』
二
十
略
の
う
ち
の
『
昆
蟲
草
木
略
』
で
あ
ろ
う
。

そ
の
自
序
に
い
う
、
今
の
「
學
者
、
皆
窮
理
盡
性
の
說
を
操
り
、
虛
無
を
以
て
宗

と
爲
し
、
實
學
に
至
り
て
は
、
則
ち
置
き
て
問
は
ず
」
と
。
さ
ら
に
、「
夫
れ
詩
の
本

は
聲
に
在
り
て
聲
の
本
は
興
に
在
り
。
鳥
獸
草
木
は
乃
ち
興
を
發
す
る
の
本
な
り
。

漢
儒
の
詩
を
言
ふ
者
は
既
に
し
て
聲
を
論
ぜ
ず
、
又
た
興
を
知
ら
ず
。
故
に
鳥
獸
草

木
の
學
廢
れ
り
」
と
批
判
を
續
け
る
の
で
あ
る
。
鄭
樵
は
、
三
國
吳
の
陸
璣
撰
と
い

わ
れ
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
を
「
江
左
の
騷
人
」、つ
ま
り
江
東
に
お
い
て
屈

原
「
離
騷
」
よ
ろ
し
く
種
々
の
草
木
に
秀
で
た
者
の
作
と
し
て
一
定
程
度
評
價
し
な

が
ら
も㉓
、そ
の
系
統
性
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
し
、後
の
雅
學
に
お
い
て
も
「
鳥

獸
草
木
之
學
」
が
十
全
に
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
原
因
は
「
大

抵
の
儒
生
、
多
く
田
野
の
物
を
識
ら
ず
、
農
圃
の
人
、
又
た
詩
・
書
の
旨
を
識
ら
ず
、
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二
者
由
り
て
參
合
す
る
無
く
、
遂
に
鳥
獸
草
木
の
學
を
し
て
傳
は
ら
し
め
」
ざ
る
の

ゆ
え
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
人
命
に
關
わ
る
本
草
學
の
み
が
文
獻
に
ば
か
り
賴

ら
ず
に
眞
實
を
追
究
し
て
發
展
し
、
ま
ず
そ
の
成
果
は
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
經
集

注
』
に
結
實
し
た
と
す
る
。

鄭
樵
は
古
籍
中
の
名
物
に
つ
い
て
、「
古
人
の
言
の
明
ら
か
に
し
難
き
所
以
は
、
書

の
理
意
を
明
ら
か
に
し
難
き
が
爲
に
非
ず
、
實
に
書
の
事
物
の
明
ら
か
に
し
難
き
が

爲
な
り
」（『
藝
文
略
』）
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
に
お
い
て

は
顯
然
と
し
て
陶
弘
景
の
影
響
が
あ
る
。
自
序
は
續
け
る
、「
臣
少
く
し
て
讀
書
を
好

み
、
世
意
に
涉か

か
はる

無
く
、
又
た
泉
石
を
好
み
、
弘
景
を
慕
ふ
る
の
心
有
り
。
茅

あ
ば
ら
やを

夾

の
山
中
に
結
び
、
田
夫
野
老
と
往
來
し
、
夜
鶴
曉
猿
と
雜
處
す
。
飛
潛
動
植
を
問

は
ず
、
皆
其
の
情
性
を
究
め
ん
と
欲
す
。
是
に
於
て
陶
隱
居
（
弘
景
）
の
書
を
取
り
、

復
た
（
藥
數
を
）
益
す
に
三
百
六
十
を
以
て
し
、以
て
周
天
の
數
に
應
じ
て
之
を
三
に

す
。
已
に
鳥
獸
草
木
の
眞
を
得
て
、
然
る
後
に
詩
を
傳
へ
、
已
に
詩
人
の
興
を
得
て
、

然
る
後
に
爾
雅
を
釋
す
」
と
。
そ
し
て
、次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。「
夫

れ
物
の
明
ら
か
に
し
難
き
は
、
其
の
名
の
明
ら
か
に
し
難
き
が
爲
な
り
。
名
の
明
ら

か
に
し
難
き
は
、
五
方
の
名
を
謂
ひ
て
既
已
に
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
古
今
の
言
も
亦

た
自
ら
差
別
あ
り
。
是
を
以
て
此
の
書
、
尤
も
其
の
名
を
詳
ら
か
に
せ
り
」
と㉔
。

こ
こ
で
、
鄭
樵
の
み
な
ら
ず
羅
願
『
爾
雅
翼
』
に
お
い
て
も
た
び
た
び
引
用
さ
れ

る
陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』（
以
下
『
詩
疏
』）
に
つ
い
て
も
一
考
し
て
お
こ
う
。

『
詩
疏
』
は
「
原
本
久
し
く
佚
し
、
此
の
本
、
何
人
の
輯
す
る
所
か
を
知
ら
ず
、
大

抵
、
詩
正
義
中
よ
り
錄
出
す
」（『
四
庫
提
要
』）
と
い
わ
れ
、『
重
較
說
郛
』
か
ら
出
た

と
み
ら
れ
る
現
行
本
は
、
主
に
『
毛
詩
正
義
』
所
引
百
數
十
條
か
ら
輯
佚
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
元
初
の
『
文
獻
通
考
』
經
籍
考
や
『
宋
史
』
藝
文
志
あ
た
り
ま

で
は
書
名
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
兩
人
は
い
ま
だ
『
詩
疏
』
の
原
本
を
も

見
て
い
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
名
と
物
と
の
關
係
性
を
通
時
的
か
つ
共
時
的
に
追
究

す
る
名
物
學
は
、『
論
語
』
に
み
え
る
『
詩
經
』
學
習
の
功
用
か
ら
「
多
識
の
學
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、「
多
識
を
講
ず
る
學
者
、
固
よ
り
當
に
此
を
以
て
最

古
と
爲
す
べ
し
」（『
四
庫
提
要
』）
と
あ
り
、
名
物
學
に
お
け
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た

成
果
が
陸
璣
の
『
詩
疏
』
な
の
で
あ
っ
た㉕
。

動
植
物
に
對
す
る
毛
傳
鄭
箋
の
態
度
は
、當
然
な
が
ら
す
こ
ぶ
る
禁
欲
的
で
あ
り
、

單
純
に
異
名
を
當
て
る
「
甲
は
乙
な
り
」
式
の
訓
詁
に
徹
し
て
い
た
。
時
に
は
互
訓

や
「
蜩
、

也
」（
豳
風
「
七
月
」
傳
）、「
蜩
、
蟬
也
」（
大
雅
「
蕩
」
傳
）
と
い
っ
た
異

訓
の
例
も
散
見
さ
れ
、
後
世
に
混
亂
を
も
た
ら
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、『
詩

疏
』
は
そ
の
も
の
の
同
定
を
目
指
す
名
物
學
的
な
立
場
か
ら
、
單
に
別
名
を
あ
て
が

う
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

例
え
ば
、
大
雅
「
蕩
」
の
「
如
蜩
如

」
に
つ
い
て
、「
鳴
蜩
は
蟬
な
り
。
宋
衞
に

て
は
之
を
蜩
と
謂
ひ
、
陳
鄭
に
て
は
螂
と
云
ひ
、
海
岱
の
閒
に
て
は
之
を
蟬
と
謂
ふ
。

蟬
は
通
語
な
り
。

蟬
は
大
に
し
て
黑
色
の
者
、
五
德
の
文
淸
廉
儉
信
有
り
。
一
名

は

虭
、
一
名
は
虭

。
靑
徐
、
之
を

螰
と
謂
ひ
、
楚
人
、
之
を

蛄
と
謂
ひ
、

秦
燕
に
て
は
之
を

蚗
と
謂
ひ
、或
い
は
之
を
蜓
蚞
と
名
づ
く
」
な
ど
と
、揚
雄
『
方

言
』
を
利
用
し
つ
つ
そ
の
地
域
性
や
特
徵
に
つ
い
て
詳
細
に
語
る㉖
。
あ
る
い
は
、
鄭

風
「

」
の
「
方
秉

兮
」
に
對
し
、毛
傳
は
「

は
蘭
な
り
」
に
と
ど
ま
る
が
、

『
詩
疏
』
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「

は
卽
ち
蘭
、
香
草
な
り
」
と
通
名
と
所
屬
と
を
記

し
、
次
に
「
春
秋
傳
に
曰
く
、
蘭
を
刈
り
て
卒
す
と
。
楚
辭
に
云
ふ
、
秋
蘭
を
紉つ

な

ぎ

て
以
て
佩
と
爲
す
と
。
孔
子
曰
く
、
蘭
は
當
に
王
者
の
香
草
と
爲
す
べ
し
と
。
皆
是

な
り
」
と
諸
史
料
を
引
用
し
、
さ
ら
に
「
其
の
莖
葉
は
藥
草
の
澤
蘭
に
似
た
る
も
、

但
だ
廣
く
し
て
長
節
な
り
。
節
中
は
赤
く
高
さ
四
五
尺
、
漢
の
諸
池
苑
、
及
び
許
昌

の
宮
中
は
皆
之
を
種う

う
」
と
生
態
や
生
育
環
境
に
觸
れ
、
最
後
に
「
粉
中
に
著
す
べ

し
。
故
に
天
子
、
諸
侯
に

蘭
を
賜
ひ
、
藏
衣
著
書
中
に
白
魚
を
辟さ

く
る
な
り
」
と

用
途
や
效
能
に
も
言
及
す
る
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
郭
璞
や
後
述
す
る
陶
弘
景

に
も
見
て
と
れ
る
態
度
で
あ
り
、
も
は
や
經
學
訓
詁
の
域
を
、
さ
ら
に
は
名
物
學
の

域
を
も
超
え
本
草
學
的
な
視
點
を

せ
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
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ろ
う㉗
。

さ
て
、
鄭
樵
が
こ
の
『
詩
疏
』
以
上
に
高
く
評
價
し
、
ま
た
「
有
慕
弘
景
心
」（
自

序
）
な
ど
と
大
い
に
敬
慕
の
情
を
寄
せ
た
の
が
陶
弘
景
で
あ
り
、
そ
の
『
神
農
本
草

經
集
注
』
な
の
で
あ
っ
た
。

南
朝
の
宋
齊
梁
期
に
亙
り
異
才
を
恣
に
し
た
陶
弘
景
、
字
通
明
は
、
幼
く
し
て
葛

洪
『
神
仙
傳
』
を
讀
ん
で
養
生
の
高
志
を
抱
き
、「
讀
書
す
る
こ
と
萬
餘
卷
、
一
事
知

ら
ざ
れ
ば
以
て
深
恥
と
爲
す
」（『
南
史
』
隱
逸
傳
）
態
度
で
諸
學
を
修
め
、
弱
冠
に
滿

た
ず
し
て
南
齊
の
高
祖
に
召
さ
れ
て
諸
王
の
侍
讀
と
な
る
も
、
不
惑
の
頃
に
は
官
途

を
捨
て
て
句
曲
山
（
漢
の
仙
人
三
茅
君
に
ち
な
み
茅
山
と
も
）
に
隱
棲
、
自
ら
華
陽
陶
隱

居
と
號
し
た
。
爾
後
、
名
山
遍
歷
、
仙
藥
尋
訪
、
盤
桓
吟
詠
を
專
ら
に
し
、
三
層
の

樓
閣
を
築
い
て
は
鳳
笙
に
興
じ
松
籟
を
愛
で
、欣
々
然
と
泉
石
に
游
ぶ
そ
の
さ
ま
は
、

望
見
す
る
者
を
し
て
仙
客
か
と
疑
わ
し
め
た
と
い
う
。
性
は
著
述
を
好
み
、
老
い
て

は
い
よ
い
よ
篤
く
、
も
っ
と
も
「
陰
陽
五
行
・
風
角
星
算
・
山
川
地
理
・
方
圖
產
物
・

醫
術
本
草
」（
同
）
に
明
る
か
っ
た
。「
隱
居
先
生
、
茅
山
巖
嶺
の
上
に
在
り
て
、
以

て
餘
暇
に
吐
納
し
、
頗
る
意
を
方
技
に
遊
ば
せ
、
本
草
の
藥
性
を
覽
る
。
聖
人
の
心

を
盡
く
す
を
以お

も爲
ひ
、
故
に
撰
し
て
之
を
論
ず
」（『
本
草
經
集
注
』
自
序
）
と
あ
る
の

で
、
こ
の
頃
に
か
の
『
本
草
經
集
注
』
が
成
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
梁
の
武
帝

か
ら
の
尊
崇
も
厚
く
、
時
人
が
陶
弘
景
を
「
山
中
宰
相
」
と
稱
し
た
の
は
、
さ
ら
に

こ
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
隋
書
』
經
籍
志
を
一
瞥
す
れ
ば
、か
つ
て
多
く
の
本
草
書
が
林
立
し
て
い
た
こ
と

が
容
易
に
知
ら
れ
る
が
、
陶
弘
景
に
よ
る
と
、
そ
の
狀
況
は
「
魏
晉
已
來
、
吳
晉
・

李
當
之
等
、
更
ご
も
復
た
損
益
あ
り
。
或
い
は
五
百
九
十
五
、
或
い
は
四
百
四
十
一
、

或
い
は
三
百
一
十
九
。
或
い
は
三
品
混
糅
し
、
冷
熱
舛
錯
し
、
草
石
分
た
ず
、
蟲
獸

辨
つ
無
し
。
且
つ
主
治
す
る
所
、
互
ひ
に
多
少
有
り
」（
自
序
）
と
い
う
混
亂
の
極
み

に
逹
し
て
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
治
め
る
た
め
、陶
弘
景
は
『
神
農
本
經
』

三
品
合
三
百
六
十
五
種
を
基
幹
と
し
、
別
に
魏
晉
以
來
の
藥
物
、
藥
方
を
包
攝
勘
案

し
て
『
名
醫
別
錄
』
を
纂
修
、
こ
れ
を
本
經
に
適
宜
插
入
し
て
、
ま
ず
「
本
草
經
」

を
校
定
し
て
い
る
。『
本
草
經
集
注
』
は
、
こ
の
藥
品
名
に
當
時
の
同
定
を
加
え
、
さ

ら
に
異
名
や
用
法
、
出
產
地
等
を
詳
し
く
注
記
し
た
劃
期
的
な
本
草
書
な
の
で
あ
っ

た
。
後
代
、
敕
撰
に
か
か
る
唐
『
新
修
本
草
』
も
宋
『
開
寶
本
草
』
も
、
傳
統
的
本

草
書
の
終
着
點
た
る
『
政
和
新
修
經
史
證
類
備
用
本
草
』
に
到
る
ま
で
、
み
な
こ
の

『
本
草
經
集
注
』
を
も
っ
て
濫
觴
と
す
る
の
で
あ
る㉘
。

と
は
い
え
、
鄭
樵
・
羅
願
の
兩
者
が
『
本
草
經
集
注
』
の
原
本
を
見
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
新
唐
書
』
藝
文
志
あ
た
り
ま
で
は
か
ろ
う
じ
て
「
陶
弘
景

集
注
神
農
本
草
七
卷
」
と
著
錄
さ
れ
る
も
の
の
、『
新
修
本
草
』
の
普
及
に
伴
い
唐
宋

の
閒
に
原
本
そ
れ
自
體
は
亡
佚
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。『
開
寶
本
草
』の
纂
修
官
が

原
本
そ
の
も
の
を
參
照
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
立
證
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

陶
弘
景
の
『
本
草
經
集
注
』
を
十
全
に
活
用
し
得
た
の
は
、本
草
書
の
顯
著
な
性
格
、

す
な
わ
ち
各
藥
物
の
解
說
は
基
本
的
に
古
說
の
羅
列
で
あ
っ
て
、
こ
の
繼
ぎ
足
し
續

け
る
古
態
の
保
存
こ
そ
が
歷
代
本
草
書
の
特
徵
ゆ
え
な
の
で
あ
る㉙
。
そ
れ
で
は
、
兩

人
は
い
ず
れ
の
本
草
書
を
も
っ
て
陶
弘
景
『
本
草
經
集
注
』
に
親
炙
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

歷
朝
に
あ
っ
て
宋
ほ
ど
醫
療
に
執
心
し
た
時
代
は
な
く
、「
大
凡
、
醫
書
の
世
に
行

は
る
る
は
、
皆
仁
廟
朝
の
校
定
す
る
所
な
り
」（『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
十
三
）
と
あ
る

よ
う
に
、
醫
學
に
關
す
る
書
物
の
硏
究
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
重
視
さ
れ

た
の
が
本
草
書
の
校
定
公
刊
で
あ
り
、
宋
初
、
太
祖
の
敕
命
に
よ
り
撰
さ
れ
た
劉
翰

『
開
寶
新
詳
定
本
草
』は
本
草
書
史
上
最
初
の
刊
本
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
仁

宗
期
の
掌
禹
錫
『
嘉
祐
補
注
神
農
本
草
』
と
蘇
頌
『
圖
經
本
草
』
と
は
、

有
す
る

に
難
あ
り
と
し
て
早
く
も
私
撰
の
唐
愼
微
『
經
史
證
類
備
急
本
草
』
が
現
れ
た
が
、

「
其
の
書
傳
は
ら
ず
、世
に
言
ふ
も
の
罕ま

れ

」（『
大
觀
本
草
』
序
）
で
あ
っ
た
ら
し
く
、未

刊
の
稿
本
を
入
手
し
た
艾
晟
が
大
觀
二
年
（
一
一
〇
八
）
に
刊
行
し
た
の
が
諸
「
證
類

本
草
」
の
嚆
矢
た
る
『
經
史
證
類
大
觀
本
草
』
で
あ
る
。
艾
晟
に
よ
り
增
訂
さ
れ
た
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こ
の
『
大
觀
本
草
』
は
、私
撰
と
は
い
え
す
こ
ぶ
る
有
用
至
便
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

十
年
も
經
た
な
い
北
宋
末
、
徽
宗
の
政
和
六
年
（
一
一
一
六
）、
敕
版
と
し
て
編
纂
さ

れ
た
の
が
曹
孝
忠
『
政
和
新
修
經
史
證
類
備
用
本
草
』
で
あ
っ
た㉚
。
と
な
れ
ば
、
鄭

樵
や
羅
願
が
撰
述
の
際
に
據
っ
た
基
本
の
本
草
書
と
は
、
こ
の
『
政
和
本
草
』
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

し
か
し
、
錢
大
昕
に
よ
れ
ば
、『
政
和
本
草
』
が
奉
敕
に
よ
る
正
統
本
草
で
あ
っ
た

に
も
關
わ
ら
ず
、
南
宋
の
人
は
『
大
觀
本
草
』
に
ば
か
り
言
及
し
、『
直
齋
書
錄
解

題
』
を
著
し
た
陳
振
孫
の
ご
と
き
も
ま
っ
た
く
そ
の
存
在
に
觸
れ
て
い
な
い
の
は
、

頒
布
を
前
に
「

京
淪
喪
」、
つ
ま
り
靖
康
の
亂
（
一
一
二
六
）
に
遭
っ
た
際
に
金
人

が
そ
っ
く
り
持
ち
去
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
浩
瀚

な
醫
方
書
『
聖
濟
總
錄
』
が
版
木
も
ろ
と
も
金
軍
に
掠
奪
さ
れ
た
こ
と
は
つ
と
に
知

ら
れ
て
お
り
、「
夫
の
靖
康
の
難
に

お
よ

び
て
宣
和
館
閣
の
儲

た
く
は
へ、

蕩
然
と
し
て
遺
す
と
こ

ろ
靡
」（『
宋
史
』
藝
文
志
）
き
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う㉛
。
從
っ
て
、
南
宋
で
は

も
っ
ぱ
ら
『
大
觀
本
草
』
が
用
い
ら
れ
續
け
た
ら
し
く
、
兩
人
も
『
二
十
略
』
初
稿

本
（
一
一
五
七
頃
）、『
爾
雅
翼
』
稿
本
（
一
一
七
四
）
完
成
以
前
の
、
大
觀
二
年
毘
陵

齋
刊
本
や
紹
興
二
十
七
年
國
子
監
刊
本
を
も
っ
て
本
草
書
と
し
て
活
用
、
歷
代
諸
注

と
と
も
に
陶
弘
景
の
『
本
草
經
集
注
』
に
親
接
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
羅
願
は
鄭
樵
と
面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鄭
樵
は

徽
宗
の
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
の
生
ま
れ
な
の
で
、羅
願
と
三
十
歲
以
上
も
離
れ
て

お
り
、
私
淑
こ
そ
す
れ
管
見
の
限
り
直
接
の
交
流
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

祖
籍
に
よ
っ
て
「
新
安
人
」
と
名
乘
っ
た
朱
熹
と
羅
願
と
の
ご
く
親
し
い
關
係
に
つ

い
て
は
既
述
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
り32
、
そ
の
朱
熹
は
「
詩
序
の
說
は
紛
と
し
て
聚

訟
の
ご
と
し
」（『
四
庫
提
要
』）
と
さ
れ
る
『
詩
經
』
小
序
に
對
し
「
反
序
」
の
立
場
、

す
な
わ
ち
「（
詩
序
は
）
村
野
妄
人
の
作
る
所
と
爲
し
、
昌
言
排
擊
し
て
顧
み
ざ
る
、

則
ち
之
を
倡と

な

へ
し
は
鄭
樵
」（『
四
庫
提
要
』）
で
あ
り
、「
之
に
和
す
る
は
朱
子
」（
同
）

な
の
で
あ
っ
た
。
朱
熹
『
詩
序
辨
說
』
は
、「
多
く
鄭
漁
仲
の
詩
辨
妄
を
取
る
」（『
困

學
紀
聞
』
卷
三
）
と
さ
れ
、
こ
れ
は
朱
熹
自
身
の
言
に
「
詩
序
は
實
に
信
ず
る
に
足
ら

ず
。
向さ

き

に
鄭
漁
仲
に
詩
辨
妄
有
り
、
力つ

と

め
て
詩
序
を
詆そ

し

り
、
其
の
閒
の
言
語
太は

な
は
だ甚

し

く
、
以
て
皆
是
れ
村
野
妄
人
の
作
る
所
と
爲
す
。
始
め
亦
た
之
を
疑
ふ
も
後
來
、
子

細
に
一
兩
篇
を
看
、
因
り
て
之
を
史
記
・
國
語
に
質
し
、
然
る
後
に
詩
序
の
果
た
し

て
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
れ
り
」（『
朱
子
語
類
』
卷
八
十
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
周

知
の
事
實
で
あ
る
。

鄭
樵
が
興
化
軍
莆
田
縣
の
北
に
位
置
す
る
夾

山
に
草
堂
を
構
え
て
『
通
志
』
の

執
筆
に
精
勵
し
て
い
た
頃
、
近
隣
の
泉
州
同
安
縣
の
主
簿
に
任
ぜ
ら
れ
た
朱
熹
が
山

上
に
表
敬
訪
問
し
た
と
い
う
逸
話
も
傳
わ
る
が33
、
そ
の
眞
僞
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、

「
擅
修
國
史
」の
罪
に
よ
り
秦
檜
の
强
い
迫
害
に
遭
い
な
が
ら
も
著
述
獻
書
を
續
け
て

い
た
鄭
樵
に
朱
熹
ら
が
多
大
な
敬
意
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
ろ
う
。

鄭
樵
が
臨
安
で
卒
し
た
紹
興
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）、
羅
願
は
二
親
の
忌
明
け
て

鄕
里
歙
縣
か
ら
ほ
ど
近
い
饒
州
景
德
鎭
の
監
稅
に
任
官
し
て
い
る
が
、
そ
の
死
に

あ
っ
て
は
海
內
の
士
で
痛
惜
し
な
い
も
の
は
な
く
、
臨
安
の
太
學
生
數
百
人
が
弔
祭

の
文
を
も
の
し
た
と
い
う34
。
既
に
樞
密
院
編
修
官
と
し
て
『
通
志
』
が
成
っ
て
い
た

こ
の
鄭
樵
の
死
去
に
つ
い
て
も
、
幾
分
か
近
く
に
在
っ
て
朱
熹
と
も
交
誼
あ
る
羅
願

が
ま
っ
た
く
與
り
知
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鄭
樵
が
提
唱
し
た
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
に
つ
い
て
は
詳
述
し
た
。
そ
れ
は
、
漢
儒

の
訓
詁
偏
重
、
實
學
輕
視
に
よ
る
絕
學
の
問
題
、
動
植
物
の
正
し
い
識
名
釋
名
の
必

要
性
、
そ
の
た
め
、
山
野
に
分
け
入
っ
て
の
實
物
觀
察
や
田
夫
野
老
と
交
わ
っ
て
の

實
地
搛 
査
を
重
視
し
、「
大
抵
の
儒
生
は
多
く
田
野
の
物
を
識
ら
ず
、
農
圃
の
人
は
又

た
詩
・
書
の
旨
を
識
ら
」
な
い
の
で
、
文
獻
で
の
理
論
と
田
野
で
の
實
踐
と
を
「
參

合
」
す
る
こ
と
を
强
く
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
『
昆
蟲
草
木
略
』
序

文
に
お
け
る
主
張
は
、
羅
願
の
『
爾
雅
翼
』
自
序
に
も
大
き
な
影
響
を
與
え
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

羅
願
は
自
序
に
お
い
て
『
爾
雅
』
と
そ
の
注
に
つ
い
て
い
う
、「
漢
世
起
こ
り
て
學
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者
自
づ
か
ら
顓
門
を
爲
し
、
詩
の
道
を
輔
成
せ
ん
と
欲
し
て
廣
く
摭ひ

ろ

ひ
旁ひ

ろ

く
穿
つ
。

萬
物
の
異
名
、
始
め
て
篇
に
著
れ
、
先
師
之
を
說
く
も
義
多
く
し
て
鮮あ

き

ら
か
な
ら
ず
。

古
學
の
廢
絕
に
由
り
、
說
く
者
を
し
て
旁
緣
す
る
所
無
か
ら
し
む
。
風
土
同
じ
か
ら

ず
、
各
お
の
偏
る
所
に
據
れ
り
」
と
。
そ
こ
で
、
自
ら
を
「
好
古
博
雅
に
は
非
ざ
れ

ど
も
、
身
は
藪
澤
を
履
め
ば
、
孰
か
能
く
究
宣
せ
ん
」
と
い
い
、
田
夫
や
「
野
人
は

能
く
之
（
動
植
物
）
を
別
つ
も
、
傳
を
見
る
こ
と
能
は
ず
」
と
指
摘
、「
羅
子
、
之
を

疾う
れ

へ
、
乃
ち
其
の
源
を
探
り
、
爾
雅
に
因
り
て
資も

と

と
爲
し
、
其
の
訓
詁
山
川
星
辰
を

ば
略
し
、
動
植
の
み
を
硏
究
し
て
因
循
を
爲
さ
ず
。
實
を
秋
に
觀
、
華
を
春
に
玩め

で
、

俯
し
て
は
淵
魚
を
瞰み

、
仰
ぎ
て
は
鳥
雲
を
察み

る
。
山
林
皋
壤
、
物
に
遇
ひ
て
は
欣
ぶ
」

と
續
け
、
最
後
に
「
解
せ
ざ
る
者
有
ら
ば
、
謀
る
に
は
芻
薪
に
及
び
、
農
圃
は
以
て

師
と
爲
し
、
釣
弋
は
則
ち
親
し
む
。
用
て
相
參
伍
し
、
必
ず
や
其
の
眞
を
得
ん
」
と

ま
と
め
る
。
羅
願
の
こ
う
し
た
硏
究
姿
勢
、
す
な
わ
ち
風
土
產
地
に
よ
り
多
義
異
名

が
頻
出
し
て
し
ま
っ
た
動
植
物
群
に
對
し
、
現
場
の
搛 
査
や
現
物
の
觀
察
に
心
を
配

り
、
不
明
な
點
が
あ
れ
ば
迷
い
な
く
草
刈
夫
や
木
樵
、
農
民
や
漁
師
に
問
い
質
し
、

そ
れ
ら
を
「
參
伍
」
す
な
わ
ち
總
合
的
に
判
斷
す
る
と
い
う
態
度
は
、
如
上
、
本
草

家
の
ご
と
く
親
驗
目
睹
を
重
視
し
た
鄭
樵
、
さ
ら
に
は
そ
の
序
文
の
表
現
と
も
ま
さ

に
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る35
。「
詩
を
釋
す
る
に
深
く
鳥
獸
草
木
の
名
を
究
め
、以

て
仲
尼
の
小
子
に
敎
ふ
る
の
意
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
」（『
昆
蟲
草
木
略
』
序
）
し
た

鄭
樵
へ
の
景
仰
が
、
羅
願
に
强
く
存
し
た
と
み
な
し
て
ま
ず
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
羅
願
の
事
蹟
と
朱
熹
・
劉
淸
之
と
の
交
友
、
郭
璞
の
『
爾
雅
注
』
と
宋
代

の
雅
學
、
陶
弘
景
の
『
本
草
經
集
注
』
や
鄭
樵
の
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
な
ど
を
、
羅

願
の
學
問
的
態
度
や
そ
の
『
爾
雅
翼
』
自
序
と
關
わ
ら
せ
な
が
ら
論
じ
て
き
た
。
終

章
に
お
い
て
は
、『
爾
雅
翼
』
そ
の
も
の
の
特
徵
に
つ
い
て
擧
例
し
つ
つ
檢
討
を
加
え

ま
と
め
て
み
た
い
。

四　

羅
願
の
『
爾
雅
翼
』

「
經
傳
の
草
木
鳥
獸
蟲
魚
を
考
論
す
れ
ば
、
則
ち
許
愼
・
陸
璣
・
張
揖
・
曹
憲
・
邢

・
陸
佃
ら
、
此
の
翼
の
尤
も
悉そ

な

は
り
た
る
に
如
か
ず
」。
こ
れ
は
、「
序
は
（
羅
鄂

州
）
小
集
に
見
ゆ
る
も
、
世
に
未
だ
其
の
書
を
見
」
る
こ
と
の
な
い
『
爾
雅
翼
』
を

「
訪
求
し
、
公
（
羅
願
）
の
故
從
孫
裳
の
手
抄
せ
る
副
本
三
十
二
卷
を
得
」
て
初
め
て

出
版
に
漕
ぎ
つ
け
た
方
回
跋
文
中
の
讚
辭
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
羅
鄂
州
小
集
』
は

劉
淸
之
編
纂
に
よ
る
遺
稿
集
で
あ
り
、
徽
州
地
方
志
『
新
安
志
』
は
、
時
に
知
徽
州

軍
州
事
だ
っ
た
趙
不
悔
の
援
助
に
よ
っ
て
淳
熙
年
閒
初
頭
、
羅
願
存
命
中
に
上
梓
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た36
。
し
か
し
、
同
鄕
人
で
あ
り
律
詩
選
集
『
瀛
奎
律
髓
』
の
編
者

と
し
て
も
知
ら
れ
る
宋
末
の
方
回
は
、「
今
、
新
安
志
は
世
に
行
は
れ
、
馬
・
班
（
司

馬

・
班
固
）
と
等
し
」
い
け
れ
ど
も
、『
爾
雅
翼
』
は
淳
熙
元
年
（
一
一
七
四
）
と
記

さ
れ
る
自
序
ば
か
り
が
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
成
稿

か
ら
百
年
を
經
た
咸
淳
六
年
（
一
二
七
〇
）、『
困
學
紀
聞
』
で
名
高
い
王
應
麟
が
知
徽

州
と
し
て
赴
い
て
き
た
際
、
方
回
が
羅
一
族
よ
り
入
手
し
て
い
た
『
爾
雅
翼
』
の
寫

本
を
校
訂
し
て
よ
う
や
く
刊
布
し
た
の
で
あ
る
と
い
う37
。

殘
念
な
が
ら
こ
の
宋
末
初
刊
本
は
現
存
せ
ず
版
木
も
早
々
に
失
わ
れ
た
ら
し
い

が
、
元
朝
の
地
方
官
、
や
は
り
歙
縣
の
後
學
で
あ
り
、
か
つ
曹
涇
や
方
回
の
傳
記
を

も
撰
し
た
洪
焱
祖
が
、
既
に
稀
覯
と
な
っ
て
い
た
淳
熙
『
新
安
志
』
に
續
き
『
爾
雅

翼
』
に
つ
い
て
も
墨
本
を
尋
求
、
自
ら
難
字
に
詳
細
な
音
釋
を
附
し
、
徽
州
路
總
管

で
あ
っ
た
朱
霽
の
援
助
を
受
け
、
延
祐
七
年
（
一
三
二
〇
）
に
重
刊
し
た
の
で
あ
る38
。

ち
な
み
に
、
孤
本
か
と
お
ぼ
し
き
こ
の
貴
重
な
朱
霽
郡
刻
本
八
册
三
十
二
卷
は
、
陸

心
源
『

宋
樓
藏
書
志
』
卷
十
二
に
「
爾
雅
翼
之
元
刊
本
、
宋
新
安
羅
願
著
」
と
著

錄
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
た
現
存
最
古
の
明
洪
武
二
年
羅
宣
明
刻
本
『
羅
鄂
州
小

集
』
四
册
五
卷
附
一
卷
と
と
も
に
現
在
で
は
岩
崎
靜
嘉
堂
文
庫
に
儲
藏
さ
れ
て
い
る39
。

地
方
志
に
も
竝
々
な
ら
ぬ
關
心
を
寄
せ
た
章
學
誠
に
「
方
志
の
稱
首
」（『
文
史
通
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義
』
卷
八
）
と
ま
で
評
價
さ
れ
た
『
新
安
志
』
は
、
し
か
し
、
明
末
淸
初
の
頃
に
な
る

と
「
世
に
傳
ふ
る
所
、
鄂
州
小
集
、
曁お

よ

び
爾
雅
翼
に
止
ま
り
、
新
安
志
に
至
り
て
は

目
、
僅
か
に
文
獻
通
考
經
籍
中
に
見
ゆ
る
の
み
に
て
、
傳
ふ
る
者
有
る
こ
と
罕
」（
黃

以
祚
「
新
安
志
書
後
」）
で
あ
り
、
漁
洋
山
人
こ
と
王
士
禎
が
「
嘗
て
之
を
求
む
る
も

三
十
年
に
し
て
得
ず
」（
同
）
と
い
っ
た
狀
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
後
續
す

る
同
地
域
の
方
志
が
編
纂
さ
れ
れ
ば
、
お
よ
そ
前
志
は
そ
の
う
ち
に
包
含
さ
れ
、
單

體
で
の
存
在
意
義
が
次
第
に
稀
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
示
し
て
お
り40
、
あ
た
か

も
陶
弘
景
『
本
草
經
集
注
』
が
『
新
修
本
草
』
以
降
の
本
草
書
に
漸
次
吸
收
さ
れ
、

唐
宋
の
閒
に
す
っ
か
り
亡
佚
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
實
用
書
と
し
て

の
性
格
が
强
い
書
物
が
た
ど
る
運
命
と
は
、
往
々
に
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
幸
い
に
も
淳
熙
『
新
安
志
』
は
、
他
の
多
く
の
宋
元
代
地
方
志
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
完
全
に
散
逸
す
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
も
の
の41
、
單
獨
で
異
彩
を

放
つ『
爾
雅
翼
』ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ42
。『
爾
雅
翼
』は
、

宋
元
版
の
後
も
明
の
正
德
十
四
年
羅
文
殊
重
刻
本
、
萬
曆
閒
羅
文
瑞
刻
本
な
ど
徽
州

の
後
裔
、
羅
一
族
に
よ
る
刊
行
は
續
き
、
淸
代
に
は
『
欽
定
四
庫
全
書
』
經
部
小
學

類
や
嘉
慶
の
叢
書
『
學
津
討
原
』
に
も
收
載
さ
れ
廣
く
流
傳
し
て
い
っ
た
が43
、
そ
れ

は
、
こ
の
書
に
相
應
の
特
長
と
價
値
と
が
見
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

『
爾
雅
翼
』
三
十
二
卷
は
八
卷
を
占
め
る
釋
草
篇
を
筆
頭
に
、
釋
木
四
卷
、
釋
鳥
五

卷
、
釋
獸
六
卷
、
釋
蟲
四
卷
、
釋
魚
五
卷
、
草
木
鳥
獸
蟲
魚
の
み
全
四
百
十
八
條
か

ら
成
る
生
物
專
門
の
詞
典
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
周
易
』
の
「
十
翼
」
に
倣
っ
た
の
か
、

『
爾
雅
』
の
輔
翼
た
る
べ
く
博
引
旁
證
「
百
家
を
囊
括
し
、廋な

ぞ

を
抉え

ぐ

り
玼き

ず

をな
げ
うち

」（
王

應
麟
識
語
）、「
事
に
は
其
の
始
め
を
原た

づ

ね
、
物
に
は
其
の
族
を
徵も

と

め
、
其
の
形
色
象
貌

の
倫
に
肖の

っ
とり

、
其
の
性
情
功
用
の
備
を
極
め
」（
李
化
龍
序
）、
時
に
「
漁
佃
・
農
圃
・

牛
醫
・
馬
師
の
知
る
べ
き
所
に
則
」（
同
）
る
こ
と
も
厭
わ
ず
、
自
著
が
「
千
世
の
下
、

雅
と
竝
び
行
は
れ
」（
自
序
）
て
「
雅
の
道
、復
た
顯
ら
か
に
、功
も
亦
た
宏
ま
ら
ん
」

（
同
）
こ
と
を
冀
い
、「
宋
興
り
て
二
百
一
十
五
、
淳
熙
甲
午
」（
方
回
跋
）、
す
な
わ
ち

一
一
七
四
年
、
時
に
通
判
贛
州
で
あ
っ
た
羅
願
三
十
九
歲
の
折
に
完
成
し
た
の
で

あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
『
爾
雅
翼
』
の
特
徵
に
つ
い
て
、
釋
草
篇
か
ら
「

」
を
、
釋

蟲
篇
か
ら
「
果

」
を
取
り
上
げ
具
體
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
爾
雅
翼
』
卷
一
釋
草
第
一
篇
の
「

」、す
な
わ
ち
「
菰
」（
和
名
マ
コ
モ
）
は
、禮

書
や
辭
賦
を
中
心
に
頻
見
さ
れ
る
草
本
で
あ
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
『
爾
雅
』
に
そ

の
名
は
み
え
な
い
。『
說
文
解
字
』
に
は
「

は
雕
胡
、
一
名
は
蔣
な
り
」、『
廣
雅
』

釋
草
に
は
「
菰
は
蔣
な
り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ふ
」
と
あ
り
、
二
書
の
𥳑
說

に
從
え
ば
、

（
菰
）
は
「
蔣
」
と
同
義
で
あ
り
、
そ
の
米
、
つ
ま
り
顆
粒
狀
の
實

を
「
雕
胡
（
彫
胡
）」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。『
周
禮
』
膳
夫
の
鄭
衆
注
に
は
黍
・
稷

ら
と
と
も
に
「
六
穀
」
の
一
つ
と
し
て
數
え
擧
げ
ら
れ
て
お
り
、
古
代
常
用
の
穀
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る44
。
そ
れ
で
は
、『
爾
雅
』
に
は
記
さ
れ
な
い

を
な
に
ゆ

え
に
羅
願
は
立
項
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

實
は
、『
爾
雅
』
釋
草
に
は
「
彫
蓬
を
齧か

み
、
黍
蓬
を
薦し

く
」
と
あ
る
。
郭
注
・
邢

疏
は
と
も
に
蓬
の
種
類
の
別
を
い
う
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
鄭
樵
は
『
昆
蟲

草
木
略
』
に
お
い
て
「
彫
蓬
」
を

と
同
義
の
「

」
と
み
な
し
、「
彫
蓬
は
米

な

り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ひ

を
作
る
べ
し
」
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
加
え
、
羅
願
は
菰
草
が
有
す
る
特
殊
な
利
用
法
に
も
留
意
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。

古
來
そ
の
葉
を
薦
席
に
用
い
た
菰
草
は
、
湖
沼
藪
澤
に
群
生
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
禾
本
科
多
年
草
な
が
ら
、
食
用
に
お
い
て
は
、「
菰
米
」「
彫
胡
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
穀
實
の
利
用
と
「
菰
菜
」「
菰
首
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
芽
莖
の
利
用
と
が
あ
り
、特

に
後
者
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
寄
生
す
る
菌
類
を
伴
っ
て
食
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
爾
雅
』
釋
草
に
み
え
る
「

蔬
」
こ
そ
が
後
者
の
「
菰
菜
」（
通
稱
マ
コ
モ

ダ
ケ
）
と
考
え
ら
れ
、『
爾
雅
翼
』
は
卷
六
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

蔬
を
別
立
て
し
、
兩

項
に
お
い
て
委
細
を
盡
く
し
て
解
說
す
る
の
で
あ
る45
。
ま
ず
は
卷
一
「

」
項
の
原
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文
を
、
全
文
で
は
七
百
文
字
近
く
も
あ
る
の
で
拔
粹
し
て
揭
げ
よ
う
。

者
、
蔣
草
也
。
生
水
中
、
葉
如
蔗
荻
。
江
南
人
呼
爲

草
、
刈
以
飼
馬
甚
肥
。
其

生
兩
浙
下
澤
者
、
根
既
相
結
、
歲
久
則

土
浮
於
水
上
、
土
人
謂
之

田
。
刈
去
其

葉
、
便
可
耕
植
。
其
苗
有
莖

者
、
謂
之
菰
蔣
、
至
秋
則
爲
此
米
。
大
抵

是
其
根
、

是
其
葉
耳
。
古
者
食
醫
、
會
六
穀
六
牲
之
宜
、
則
牛
宜

、
羊
宜
黍
、
豕
宜
稷
、

犬
宜
稻
、
鴈
宜
麥
、
魚
宜

。
釋
者
以
爲
牛
味
甘
平
、
羊
甘
而
熱
、
稻
與
黍
苦
而
溫
、

酸
而
牝
苦
、
稷
以
甘
濟
之
、
皆
甘
苦
相
成
。
犬
酸
而
溫
、
粱
甘
而
微
寒
、
鴈
甘
而

平
、
大
麥
酸
溫
、
小
麥
如
粱
、
亦
氣
味
之
相
成
者
。
魚
族
甚
多
、
寒
熱
酸
苦
兼
有
、

而
云
宜

者
、
或
同
是
水
物
相
宜
。
…
又
今
菰
中
生
菌
、
如
小
兒
臂
、
爾
雅
謂
之

蔬
者
、
以

鮒
爲
羹
、
則
開
胃
而
去
酒
毒
、
是
物
自
有
相
宜
者
。
…
此
米
一
名
彫
胡
、

故
宋
玉
賦
云
、
爲
臣
炊
彫
胡
之

、
烹
露
葵
之
羹
。
又
枚
叔
七
發
云
、
楚
苗
之
食
、

安
胡
之

、
摶
之
不
解
、
一
啜
而
散
。
或
曰
、
安
胡
、
亦
彫
胡
也
。
古
人
以
爲
美
饌
、

今
饑
歲
猶
採
以
當
糧
、
然
不
知
貴
。
西
京
雜
記
云
、
漢
太
液
池
邊
、
皆
是
彫
胡
、
紫

綠
節
、
蒲
叢
之
類
。
菰
之
有
米
者
、
長
安
人
謂
爲
彫
胡
、
葭
蘆
之
未
解
葉
者
、
謂

之
紫

、
菰
之
有
首
者
、
謂
之
綠
節
。
其
實
彫
胡
之
名
、
由
來
已
久
矣
。
菰
首
者
、

菰
蔣
三
年
以
上
、
心
中
生
臺
如
藕
、
至
秋
如
小
兒
臂
大
、
謂
之

首
、
本
草
所
謂
菰

根
者
也
。
可
蒸
煮
、
亦
可
生
食
。
其
或
有
黑
縷
如
墨
點
者
、
名
烏
鬱
、
或
云
別
種
非

也
。
但
是
植
之
黑
壤
、
歲
久
不
易
地
、
汙
泥
入
其
中
耳
。

羅
願
は
こ
こ
で
、
單
な
る
訓
詁
學
的
な
作
業
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
複
數
の

視
點
か
ら
そ
の
も
の
の
同
定
を
、自
身
の
實
地
目
驗
を
も
ふ
ま
え
て
詳
述
し
て
い
る
。

冒
頭
に
お
い
て
今
に
通
ず
る
異
名
を
示
し
、
生
育
環
境
と
姿
態
と
を
𥳑
潔
に
記
す
。

そ
し
て
、「
江
南
」「
兩
浙
」
に
お
け
る
方
言
や
用
途
を
述
べ
、「
土
人
」
の
言
か
ら
用

字
に
お
け
る
使
い
分
け
ま
で
も
明
ら
か
に
す
る
。
續
い
て
、古
代
禮
書
に
お
け
る「
六

穀
六
牲
」
の
食
醫
か
ら
寒
熱
溫
涼
の
藥
性
、
辛
甘
酸
苦
鹹
の
五
味
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
漢
方
に
お
け
る
「
氣
味
」
の
效
能
に
つ
い
て
解
說
を
盡
く
し
、よ
う
や
く
『
爾
雅
』

の

蔬
と
そ
の
菜
羹
と
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
菰
米
「
彫
胡
」
の
用
例
を
諸
文
獻

か
ら
引
き
つ
つ
考
證
を
重
ね
、
最
後
に
は
菰
菜
「
菰
首
」
の
生
態
を
完
熟
後
に
褐
色

變
す
る
「
烏
鬱
」（
通
稱
マ
コ
モ
ズ
ミ
）
現
象
と
と
も
に
、
そ
れ
を
別
種
と
み
な
す
或

說
を
斥
け
つ
つ
解
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
前
章
に
擧
例
も
し
た
陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
な
か
ば
繁
縟

と
も
い
え
る
體
裁
を
想
起
さ
せ
、
そ
れ
は
『
爾
雅
翼
』
の
編
次
が
そ
も
そ
も
「
草
木

鳥
獸
蟲
魚
」
の
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
が
、
よ
り
用
意
周
到
で
犀
利
な

觀
察
眼
を
示
し
た
獨
創
的
な
論
證
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

「
之
（
菰
首
）
を

首
と
謂
ひ
、
本
草
に
所
謂
菰
根
な
る
者
な
り
」
と
本
草
書
を
引
用

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
郭
璞
も
そ
の
『
爾
雅
』
や

『
山
海
經
』
の
注
釋
に
お
い
て
た
び
た
び
本
草
書
を
利
用
し
て
お
り
、こ
れ
は
そ
れ
以

前
の
諸
注
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
郭
注
の
大
き
な
特
徵
で
あ
っ
た
。
旁
徵

博
引
で
知
ら
れ
る
『
爾
雅
翼
』
は
、
當
然
な
が
ら
郭
注
を
含
め
た
『
爾
雅
』
を
二
百

條
以
上
引
用
し
て
い
る
が
、『
山
海
經
』
も
郭
注
と
と
も
に
五
十
條
以
上
、『
本
草
』

に
い
た
っ
て
は
陶
弘
景
の
『
本
草
經
集
注
』
を
含
め
て
九
十
條
餘
も
の
引
用
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

郭
璞
が
本
草
書
を
活
用
し
な
が
ら
自
ら
の
實
見
を
も
重
視
し
、「
甲
は
乙
な
り
」
式

の
訓
詁
に
終
始
し
な
か
っ
た
こ
と
は
述
べ
た
。
地
域
を
明
示
し
つ
つ
方
言
や
俗
稱
を

記
し
、
產
地
と
と
も
に
藥
效
、
用
途
、
俚
諺
に
も
觸
れ
、
生
態
に
つ
い
て
も
詳
述
、

そ
の
結
果
、
郭
注
『
爾
雅
』
は
動
植
物
誌
、
物
產
誌
と
し
て
の
性
格
を
も
兼
ね
備
え

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
羅
願
が
近
い
邢

よ
り
も
、
遠
い
郭
璞
に
こ
そ
從
う
べ
き
規

範
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
羅
願
が
別
項
を
立
て
た
「

蔬
」
に

つ
い
て
、『
爾
雅
』
の
經
文
、
郭
璞
注
、
邢

疏
と
と
も
に
比
較
檢
討
し
て
み
よ
う
。
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【
爾
雅
】
出
隧
、

蔬
。

【
郭
注
】

蔬
、
似
土
菌
、
生
菰
草
中
。
今
江
東
啖
之
、
甜
滑
。

【
邢
疏
】
釋
曰
、
菌
類
也
。
一
名
出
隧
、
一
名

蔬
。
廣
雅
云
、
朝
生
、
形
如
鬼
蓋
。

【
羅
翼
】  
出
隧
、

蔬
。
郭
氏
曰
、

蔬
、
似
土
菌
、
生
菰
草
中
、
甜
滑
。
今
江
東
啖

之
。
菰
、
蔣
草
也
。
江
南
呼
爲

草
。
根
久
盤
厚
、
則
夏
月
生
菌
。
菌
卽
謂

之
菰
菜
、
利
五
臟
、
雜
鯉
爲
羹
。
呂
氏
春
秋
曰
、
菜
之
美
者
、
越
駱
之
菌
。

則
古
者
重
之
久
矣
。
荊
楚
歲
時
記
、
九
月
九
日
事
中
、
稱
菰
菜
地
菌
之
流
、

作
羹
甚
美
。
鱸
魚
作
膾
白
如
玉
、
一
時
之
珍
。
張
季
鷹
在
洛
、
忽
思
吳
中
鱸

魚
菰
菜
、
請
假
而
反
、
斯
之
謂
也
。
此
明
亦
用
菰
菜

鱸
羹
。
今
說
者
或
云

翰
所
思
是
蓴
菜
、
恐
不
然
爾
。
說
文
曰
、
菰

也
。

卽
謂
此
菌
、
然
非
詩

所
謂

菲
者
。
陳
藏
器
乃
云
、
菰
、

上
如
菌
、

是
菰
根
、
歲
久
浮
水
上

者
。
今
菰
首
亦
佳
蔬
、
可
食
。

羅
願
は
、
ま
ず
郭
注
「

蔬
は
土
菌
に
似
て
菰
草
中
に
生
ず
。
今
江
東
に
て
之
を

啖
ら
ひ
甜
滑
」
を
支
持
し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
、
菰
菜
の
羹
の
效
能
と
美
味
な
る

を
『
呂
覽
』『
荊
楚
歲
時
記
』
や
『
世
說
新
語
』
識
鑒
に
み
え
る
張
翰
歸
鄕
の
逸
話
と

と
も
に
紹
介
し
、
後
者
の
菰
菜
を
「
蓴
菜
」
と
す
る
一
說
を
否
定
、
最
後
に
唐
の
陳

藏
器
『
本
草
拾
遺
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
邢
疏
が
珍
し

く
も
郭
注
に
追
記
し
た
『
廣
雅
』
の
引
用
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。邢

が
引
く
『
廣
雅
』
に
い
う
「
朝
生
」
と
は
「
朝
菌
」（
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
の
類
）
の

こ
と
で
、「
鬼
蓋
」
に
同
じ
く
茸
を
指
す
。
陶
弘
景
『
名
醫
別
錄
』
下
品
に
「
鬼
蓋
、

…
一
名
、
地
蓋
。
垣
牆
の
下
に
叢
生
し
赤
色
。
旦あ

し
たに

生
じ
暮
れ
に
死
す
」、『
本
草
經

集
注
』
に
「
一
名
、
朝
生
、
卽
ち
今
の
鬼
傘
な
り
」、
後
の
『
本
草
綱
目
』
に
は
「
鬼

蓋
、
此
も
亦
た
土
菌
の
類
、
朝
に
生
じ
夕
に
死
す
者
な
り
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
「
地
蓋
」「
土
菌
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。『
爾
雅
』
釋
草
に
「
中
馗

は
菌
、
小
な
る
者
は
菌
」
と
あ
り
、
そ
の
郭
注
に
は
「
地
蕈
な
り
。
蓋か

さ

に
似
て
今
江

東
に
て
は
名
づ
け
て
土
菌
と
爲
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、あ
の
天
蓋
狀
の
茸
類
を
「
地

蕈
」
と
い
い
「
地
蓋
」「
鬼
蓋
」
ら
も
同
義
、ま
た
江
東
に
お
い
て
は
「
土
菌
」
と
通

稱
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ひ
る
が
え
っ
て

蔬
の
郭
注
を
見
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
も

「
似
土
菌
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
の
一
句
を
深
慮
な
く
踏
襲
し
た
の
が
邢

疏
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
『
廣
雅
』
の
「
朝
生
、
形
如
鬼
蓋
」
を
引
く
失
態
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
郭
璞
は
「
生
菰
草
中
」
と
續
け
て
い
る
の
で
、

蔬
を
傘

狀
の
茸
類
と
理
解
し
て
は
い
な
い
が
、
邢

は
明
ら
か
に
そ
れ
と
混
同
し
て
い
る
ふ

し
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

蔬
は
、菰
草
に
お
け
る
春
の

芽
と
は
別
の
秋
の
菰
菜「
菰

首
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
菰
草
に
黑
穗
病
菌
が
侵
入
し
た
結
果
、
秋
に
か
け
て
伸
長
す

る
花
莖
部
が
癭
腫
と
な
り
、
膨
脹
し
て
白
く
太
い
筍
狀
を
呈
し
た
も
の
で
あ
り
、
本

邦
で
は
古
く
『
本
草
和
名
』（
九
一
八
年
）
に
「
菰
首
、
和
名
古こ

も

つ

の

毛
都
乃
」、
現
在
通
稱

マ
コ
モ
ダ
ケ
と
呼
ば
れ
る
美
菜
な
の
で
あ
る
。

さ
す
が
に
羅
願
は
安
徽
の
人
、『
新
安
志
』
卷
二
「
物
產
」
の
「
蔬
茹
」
項
に
も

「

首
（
菰
首
）
は
菰
根
是
れ
な
り
」
と
み
え46
、曹
州
濟
陰
（
現
山
東
省
）
の
邢

よ
り

も
南
方
に
群
生
す
る
菰
草
に
つ
い
て
實
見
實
食
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
邢

疏
の
謬
見
に
盲
從
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
越
州
山
陰
の
鑑
湖
畔
に
住

ま
い
し
た
陸
游
は
、
晩
年
ま
で
菰
米
と
菰
菜
と
を
好
ん
で
食
卓
に
上
せ
て
い
た
こ
と

が
詩
篇
の
數
々
か
ら
知
ら
れ
る47
。

こ
こ
で
、『
爾
雅
翼
』
に
お
け
る
本
草
書
の
引
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「

」「

蔬
」
の
兩
項
に
お
い
て
は
唐
の
陳
藏
器
の
名
し
か
み
え
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
實
は
そ
の
敍
述
に
次
の
よ
う
な
本
草
書
の
表
現
が
縱
橫
に
活
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
逐
一
指
示
せ
ず
と
も
容
易
に
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

【
孟
銑
・
食
療
本
草
】
菰
菜
、
利
五
臟
、
邪
氣
、
酒
皻
、
面
赤
、
白
癩
、
癧
瘍
、
目
赤

等
、
效
。
然
滑
中
、
不
可
多
食
。

首
、
寒
。
主
心
胸
中
浮
熱
風
。
食
之
發
冷
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氣
、
滋
人
齒
、
傷
陽
道
、
令
下
焦
冷
滑
、
不
食
甚
好
。

【
陳
藏
器
・
本
草
拾
遺
】
菰
首
、
生
菰
蔣
草
心
。
至
秋
、
如
小
兒
臂
、
故
云
菰
首
、
一

名

首
。
主
心
胸
中
浮
熱
、
動
氣
、
不
中
食
、
食
之
發
冷
、
滋
牙
齒
、
傷
陽
道
、

令
下
焦
冷
、
不
食
爲
妙
。
煮
食
之
、
止
渴
、
甘
冷
、
雜
蜜
食
之
發
痼
疾
、
無
別

功
。
更
有
一
種
小
者
、
擘
肉
如
黑
、
名
烏
鬱
、
人
亦
食
之
、
止
小
兒
水
痢
。
治

小
兒
患
痢
腹
內
不
搛 
、
食
菰
烏
鬱
甚
良
。
菰
菜
、
味
甘
、
無
毒
、
去
煩
熱
、
止

渴
、
徐
目
黃
、
利
大
小
便
、
止
熱
痢
。
雜
鯽
魚
爲
羹
。
開
胃
口
、
解
酒
毒
。
生

江
東
池
澤
。
菰

上
如
菌
、

是
菰
根
、
歲
久
浮
在
水
上
者
。
主
火
燒
瘡
。
燒

爲
灰
、
和
鷄
子
白
塗
之
。
呂
氏
春
秋
曰
、
菜
之
美
者
、
越
路
之
菌
是
也
。
晉
張

翰
見
秋
風
起
思
之
。

【
韓
保
昇
・
蜀
本
草
】
菰
根
生
水
中
。
葉
似
蔗
荻
。
久
根
盤
厚
。
夏
月
生
菌
細
、
堪

啖
。
名
菰
菜
。
三
年
已
上
、
心
中
生
臺
如
藕
、
白
軟
中
有
黑
脈
。
堪
啖
、
名
菰

首
也
。

【
蘇
頌
・
本
草
圖
經
】
菰
根
、
舊
不
著
所
出
州
土
、
今
江
湖
陂
澤
中
皆
有
之
。
卽
江
南

人
呼
爲

草
者
。
生
水
中
、
葉
如
蒲
葦
輩
、
刈
以
秣
馬
甚
肥
。
春
亦
生
笋
甜
美
、

堪
啖
、
卽
菰
菜
也
。
又
謂
之

白
。
其
歲
久
者
、
中
心
生
白
臺
如
小
兒
臂
、
謂

之
菰
手
。
今
人
作
菰
首
、
是
也
。
爾
雅
所
謂

蔬
、
注
云
、
似
土
菌
、
生
菰
草

中
。
正
謂
此
也
。
故
南
方
人
至
今
謂
菌
爲
菰
、亦
緣
此
義
也
。
其
臺
中
有
黑
者
、

謂
之

鬱
。
其
根
亦
如
蘆
根
、
冷
利
更
甚
。
二
浙
下
澤
處
、
菰
草
最
多
、
其
根

相
結
而
生
、
久
則
竝
土
浮
於
水
上
、
彼
人
謂
之
菰

。
刈
去
其
葉
、
便
可
耕
蒔
。

其
苗
有
莖

者
、
謂
之
菰
蔣
草
。
至
秋
結
實
、
乃
雕
胡
米
也
。
古
人
以
爲
美
饌
、

今
飢
歲
人
猶
採
以
當
糧
。
西
京
雜
記
云
、
漢
太
液
池
邊
、
皆
是
雕
胡
、
紫

、

綠
節
、
蒲
叢
之
類
。
菰
之
有
米
者
、
長
安
人
謂
爲
雕
胡
。
葭
蘆
之
米
、
解
葉
者

紫

。
菰
之
有
首
者
、
謂
之
綠
節
是
也
。
然
則
雕
胡
諸
米
、
今
皆
不
貴
。
大
抵

菰
之
種
類
皆
極
冷
、
不
可
過
食
、
甚
不
益
人
。
唯
服
金
石
人
相
宜
耳
。

郭
璞
や
陸
璣
の
よ
う
に
、
訓
詁
學
的
と
い
う
よ
り
も
本
草
學
的
な
視
點
を
も
っ
て

對
象
に
迫
ろ
う
と
す
る
羅
願
の
こ
う
し
た
態
度
は
、
本
草
家
の
陶
弘
景
、
ま
た
そ
れ

に
憧
憬
し
、「
鳥
獸
草
木
之
學
」
を
提
唱
し
た
鄭
樵
と
も
立
場
を
同
じ
く
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
「
果

」
に
お
け
る
羅
願
の
考
證
を
檢
討
す
る
こ
と
に

よ
り
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
揭
本
草
書
は
す
べ
て
羅
願
が
見

た
と
お
ぼ
し
き
『
大
觀
經
史
證
類
備
急
本
草
』
に
も
轉
載
保
存
さ
れ
て
い
る
。

『
詩
經
』
小
雅
の
「
小
宛
」
に
「
中
原
有
菽
、
庶
民
采
之
。
螟
蛉
有
子
、
蜾

負

之
。
敎
誨
爾
子
、
式
穀
似
之
」
と
あ
り
、「
螟
蛉
」「
蜾

」
な
る
二
昆
蟲
が
詠
み
こ

ま
れ
て
い
る
。
例
の
ご
と
く
毛
傳
は
「
螟
蛉
は
桑
蟲
、
蜾

は
蒲
盧
な
り
」
と
異
名

を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
鄭
箋
は
「
蒲
盧
は
桑
蟲
の
子
を
取
り
負
持
し
て
去
り
、
煦

嫗
と
し
て
之
を
養
ひ
、
以
て
其
の
子
と
成
す
。
喩
ふ
る
に
萬
民
の
治
め
能
は
ざ
る
有

れ
ば
、
則
ち
能
く
治
む
る
者
、
將
に
之
を
得
ん
と
す
」
と
の
不
可
思
議
な
る
暗
喩
を

說
い
て
い
る
。
桑
蟲
の
子
た
る
螟
蛉
は
、『
詩
疏
』
に
引
く
犍
爲
文
學
に
よ
る
と
「
桑

上
の
小
靑
蟲
」
で
あ
り
、
鄭
玄
は
、
別
種
の
幼
蟲
を
養
育
し
て
自
分
の
子
に
化
か
す

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
蜾

の
習
性
を
、
德
治
で
き
ぬ
君
主
は
人
民
を
有
德
者
に
奪
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
譬
え
、
こ
れ
を
暴
政
を
敷
い
た
と
さ
れ
る
厲
王
を
刺
る
歌
で
あ

る
と
儒
敎
的
な
解
釋
を
施
し
た
。
蜾

す
な
わ
ち
『
爾
雅
翼
』
に
お
け
る
「
果

」

と
は
、「
土
蜂
な
り
。
蜂
に
似
て
小
腰
」（
陸
璣
）、「
卽
ち
細
腰
の
蜂
な
り
。
俗
に
呼

び
て

と
爲
す
」（
郭
璞
）
も
の
で
、
そ
れ
は
、
現
在
に
い
う
ジ
ガ
バ
チ
（
似
我
蜂
）

を
主
と
す
る
い
わ
ゆ
る
狩
人
蜂
の
類
で
あ
り
、
他
種
の
蟲
、
例
え
ば
如
上
「
小
靑
蟲
」

の
よ
う
に
蛾
や
蝶
の
幼
蟲
を
狩
獵
し
て
は
巢
中
に
運
び
こ
み
、
そ
こ
に
產
卵
し
て
己

が
幼
蟲
の
餌
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
蜂
で
あ
る
。
鄭
玄
は
こ
の
よ
う
な
ジ
ガ

バ
チ
の
習
性
を
、
靑
蟲
を
「
煦
嫗
」
す
な
わ
ち
保
溫
愛
撫
し
て
養
育
し
、
自
分
の
子

に
變
身
さ
せ
て
し
ま
う
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
種
の

化
生
說
は
鄭
玄
獨
自
の
見
解
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る48
。

『
詩
疏
』
は
、「
土
蜂
」
が
捕
獲
し
た
靑
蟲
を
木
穴
の
中
に
置
く
と
、「
七
日
に
し
て
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其
の
子
と
成
る
。
里
語
に
曰
く
、
呪
し
て
云
ふ
、
我
に
象に

よ
我
に
象
よ
と
」
と
記
し
、

こ
れ
は
既
に
揚
雄
『
法
言
』
學
行
に
「
螟
蛉
の
子
、
殪た

ふ

れ
て
蜾

に
逢
ひ
、
之
に
祝

し
て
曰
く
、
我
に
類に

よ
我
に
類
よ
と
。
久
し
く
し
て
則
ち
之
に
肖に

た
り
」
と
あ
り
、

蜾

が
靑
蟲
に
向
か
っ
て
我
に
似
る
よ
う
に
縷
々
呪
文
を
か
け
る
と
い
う
特
異
な
俗

信
が
流
傳
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る49
。
と
こ
ろ
が
、
俗
信
と
は
い
え
こ
の
和

名
の
由
來
「
似
我
」
の
呪
文
に
は
一
定
の
根
據
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
船
山
先
生
こ
と

王
夫
之
は
諸
說
を
勘
案
し
、「
詩
を
釋
す
る
者
、
下
に
似
之
の
文
の
有
る
に
因
り
、
遂

に
蟲
聲
に
依
附
し
て
以
て
義
を
取
る
。
蟲
能
く
文
言
六
義
を
知
る
者
に
非
ず
、
人
の

之
を
聽
き
仿
髴
と
し
て
相
似
た
る
の
み
」（『
詩
經
稗
疏
』）
と
の
卓
見
を
披
露
し
て
い

る
。
ど
う
や
ら
古
人
は
、
ジ
ガ
バ
チ
が
靑
蟲
を
巢
中
に
搬
入
し
て
閉
塞
し
た
後
に
立

て
る
獨
特
の
羽
音
（
正
確
に
は
飛
翔
筋
の
動
き
を
頭
部
に
傳
え
て
立
て
る
振
動
音
）
を
呪
文

と
聞
き
取
っ
て
い
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
鄭
玄
に
よ
っ
て
經
學
訓
詁
學
的
に
も
大
い
に
權
威
づ
け
ら
れ
た
蜾

の

こ
の
よ
う
な
生
態
は
、『
詩
經
』
に
お
け
る
儒
敎
的
解
釋
の
整
合
性
と
も
相
ま
っ
て

早
々
に
定
着
し
、
後
代
の
大
勢
は
古
說
墨
守
派
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
太
常
博
士

の
蘇
頌
が
本
草
の
蘊
蓄
を
傾
け
た
と
さ
れ
、
後
の
李
自
珍
も
「
攷
證
詳
明
に
し
て
頗

る
發
揮
あ
り
」（『
本
草
綱
目
』
序
例
上
）
と
稱
揚
し
て
い
る
『
本
草
圖
經
』
で
さ
え
も
、

「
物
類
の
變
化
は
固
よ
り
度は

か

る
べ
か
ら
ず
。

蟬
は
轉
丸
よ
り
生
ま
れ
、衣
魚
は
瓜
子

よ
り
生
ま
れ
、
龜
は
蛇
よ
り
生
ま
れ
、
蛤
は
雀
よ
り
生
れ
、
白

の
相
視
、
負
螽
の

相
應
ず
、
其
の
類
は
一
に
あ
ら
ず
。
桑
蟲
・
蜘
蛛
の
變
じ
て
蜂
と
爲
る
が
ご
と
き
は
、

異
と
爲
さ
ず
」
な
ど
と
主
張
し
、
蜾

の
化
生
說
を
强
く
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の

で
あ
る50
。
そ
れ
で
は
、
羅
願
『
爾
雅
翼
』
卷
二
十
六
「
果

」
の
見
解
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

果

、
卽
細
腰
黑
蜂
也
。
說
文
作
𡁑

、
俗
呼
爲

、
詩
言
、
螟
蛉
有
子
、
果

負
之
。
螟
蛉
、
桑
蟲
也
。
果

、
蒲
盧
也
。
負
、
持
也
。
箋
云
、
蒲
盧
取
桑
蟲
之
子
、

負
持
而
去
、
煦
嫗
養
之
以
成
子
。
詩
義
疏
云
、
螟
蛉
似
步
屈
、
其
色
靑
、
細
小
、
或

在
草
葉
上
、
土
蜂
取
之
、
寘
木
空
中
、
或
書
卷
閒
筆
筒
中
、
七
日
而
成
其
子
。
里
語

曰
、
呪
云
象
我
。
而
子
雲
亦
云
、
螟
蛉
之
子
殪
而
逢
果

、
祝
之
曰
、
類
我
類
我
、

久
則
肖
之
矣
。
唯
陶
隱
居
云
、
今
一
種
黑
色
、
腰
甚
小
、

泥
於
人
壁
及
器
物
邊
作

房
、
如

竹
管
、
其
生
子
如
粟
米
大
、
置
中
、
乃
捕
取
草
上
靑
蜘
蛛
十
餘
枚
滿
中
、

仍
塞
口
以
擬
其
子
、
大
爲
糧
也
。
其
一
種
入
蘆
竹
管
中
者
、
一
名
果

、
亦
取
草
上

靑
蟲
、
詩
之
螟
蛉
有
子
、
果

負
之
。
言
細
腰
無
雌
、
皆
取
靑
蟲
敎
祝
便
變
成
己
子
、

斯
爲
謬
矣
。
造
詩
者
乃
可
不
察
。
未
審
夫
子
何
爲
因
其
僻
邪
。
按
陶
氏
之
說
、
實
當

物
理
。
然
以
是
疑
聖
人
、則
有
所
不
可
。
詩
第
言
果

負
之
。
如
國
君
不
能
有
其
民
、

則
爲
他
人
所
取
、
不
言
負
去
爲
子
也
。
猶
鴟

云
、
鴟

鴟

、
既
取
我
子
。
亦
可

謂

取
衆
鳥
爲
子
乎
。
但
說
者
見
其
負
之
以
往
、
遂
因
爲
是
說
。
然
詩
之
本
旨
、
自

不
如
此
、
而
箋
疏
及
子
雲
之
語
疏
矣
。

『
爾
雅
翼
』
は
𥳑
解
の
後
、『
說
文
』『
詩
經
』
以
下
の
用
例
を
擧
げ
、
似
我
呪
文
化

生
說
に
言
及
す
る
。
し
か
し
、「
唯
だ
陶
隱
居
の
み
云
ふ
」
と
、
近
い
蘇
頌
の
化
生
說

擁
護
を
無
視
し
て
遠
い
陶
弘
景
の
說
を
紹
介
し
、「
陶
氏
の
說
、
實
に
物
理
に
當
た
れ

り
」
と
高
評
す
る
の
で
あ
る
。
羅
願
は
『
本
草
經
集
注
』
の
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
し
、

呪
文
化
生
說
を
「
斯
れ
謬あ

や
まり

と
爲
す
」
と
斬
り
捨
て
る
陶
弘
景
を
支
持
し
て
い
る
。

陶
弘
景
の
銳
利
な
觀
察
眼
を
伴
っ
た
詳
論
は
、
ま
さ
に
親
驗
目
睹
の
本
草
家
の
そ
れ

で
あ
り
、
蜘
蛛
を
捕
獲
す
る
ジ
ガ
バ
チ
を
「

」、
靑
蟲
を
捕
獲
す
る
ジ
ガ
バ
チ
を

「
果

（
蜾

）」
と
分
類
し
、
ジ
ガ
バ
チ
も
粟
米
大
の
產
卵
を
正
し
く
な
す
こ
と
、

狩
っ
た
幼
蟲
は
孵
化
後
の
餌
と
な
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
詩
を
造

る
者
、
乃
ち
察
せ
ざ
る
べ
し
」
と
し
、「
未
だ
夫
子
、
何
爲
れ
ぞ
其
の
僻
邪
に
因
む
か

を
審
か
に
せ
ず
」
と
、
な
ぜ
に
孔
夫
子
は
か
よ
う
な
「
僻
邪
」、
す
な
わ
ち
歪
ん
だ
謬

說
に
囚
わ
れ
た
の
か
と
、
そ
の
矛
先
は
聖
人
へ
の
批
判
に
さ
え
及
ぶ
。

實
は
、『
本
草
經
集
注
』
で
は
「
聖
人
に
闕か

く
る
こ
と
有
る
は
、
多
く
は
皆
こ
の
類
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な
り
」
な
ど
と
な
お
手
嚴
し
い
筆
誅
が
續
く
の
で
あ
る
が
、
さ
す
が
の
羅
願
も
「
然

る
に
是
を
以
て
聖
人
を
疑
は
ば
、
則
ち
可
な
ら
ざ
る
所
あ
り
。
詩
は
第た

だ
果

之
を

負
ふ
と
言
ふ
の
み
。
…
負
ひ
去
り
て
子
と
爲
す
と
は
言
は
ず
」
と
辯
護
し
て
い
る
。

確
か
に
、「
爾な

ん
ぢの

子
に
敎
誨
せ
よ
、
式も

つ

て
穀よ

く
之
に
似
よ
」
と
續
く
も
の
の
、
正
確
に

は
詩
自
體
に
呪
文
化
生
說
が
詠
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
況
ん
や
孔
子
を
や
な

の
で
あ
ろ
う
。
羅
願
が
「
但
だ
說
く
者
、
其
の
之
を
負
ひ
て
以
て
往
く
を
見
、
遂
に

因
り
て
是
の
說
を
爲
す
。
然
れ
ど
も
詩
の
本
旨
、
自
ら
此
の
ご
と
く
な
ら
ず
。
而
し

て
箋
疏
、
及
び
子
雲
の
語
は
疏う

と

し
」
と
締
め
く
く
り
、
古
說
の
誤
謬
を
鄭
玄
、
陸
璣

や
揚
雄
の
責
め
に
歸
し
て
い
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
螟
蛉
と
蜾

の
問

題
に
つ
い
て
は
、
陸
佃
、
鄭
樵
、
朱
熹
ら
で
さ
え
鄭
箋
以
來
の
呪
文
化
生
說
を
支
持

し
て
お
り51
、
ひ
と
り
羅
願
の
み
が
舊
說
の
勢
い
に
遡
洄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
朱
熹
は
『
中
庸
』
の
「
夫
れ
政
な
る
者
は
蒲
盧
な
り
」
の
解
釋
に
お
い
て
も
過

誤
を
犯
し
て
い
る
。

鄭
玄
は
『
禮
記
』
中
庸
に
「
蒲
盧
は
蜾

、
土
蜂
を
謂
ふ
な
り
」
と
注
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
無
論
、『
爾
雅
』
釋
蟲
「
果

は
蒲
盧
」
と
毛
傳
「
蜾

は
蒲
盧
」
と
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、北
宋
の
沈
括
は
『
夢
溪
筆
談
』
辯
證
に
お
い
て
「
蒲

盧
、
說
く
者
以
て
果

と
爲
す
。
疑
ふ
ら
く
は
然
ら
ず
、
蒲
蘆
は
卽
ち
蒲
葦
な
る
の

み
」
と
反

す
る
。「
蒲
盧
」
を
舊
注
に
い
う
ジ
ガ
バ
チ
で
は
な
く
、字
義
を
も
っ
て

單
な
る
蒲が

ま

や
蘆あ

し
（
葦
）
の

水
性
草
本
と
み
な
す
見
解
は
、
程
大
昌
『
演
繁
露
』
の

追
認
を
受
け52
、
朱
熹
『
章
句
』
に
も
「
蒲
盧
を
注
す
る
に
、
沈
括
以
て
蒲
葦
と
爲
す

は
是
な
り
」
と
引
か
れ
て
し
ま
っ
た53
。
朱
熹
は
、
釋
蟲
「
蒲
盧
」
を
も
草
本
と
み
な

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、『
中
庸
』
の
暗
喩
も
『
詩
經
』
小
宛
を
ふ
ま
え

て
、
ジ
ガ
バ
チ
で
あ
る
「
蒲
盧
」
を
爲
政
者
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。『

爾
雅
』
に
は
、
釋
蟲
に
「
果

は
蒲
盧
」、
釋
草
に
「
果

の
實
は

樓
」
と
あ

る
。『
廣
雅
』
に
は
、
釋
鳥
に
「
果
鸁
は
工
雀
」、
釋
魚
に
「
蜌
蛤
は
蒲
盧
」
と
あ
る
。

『
說
文
』
に
は
、「
蜾

は
虒
蝓
と
曰
ふ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
後
代
『
本
草
綱
目
』

菜
部
の
「
壺
盧
」
條
に
は
、「
壺
の
細
腰
な
る
者
は
蒲
蘆
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

瓢
簞
型
ジ
ガ
バ
チ
（
土
蜂
）
と
な
り
球
體
カ
ラ
ス
ウ
リ
（

樓
）
と
な
り
大
腹
鳥
ミ
ソ

サ
ザ
イ
（
工
雀
）
と
な
り
肥
大
貝
ハ
マ
グ
リ
（
蜌
蛤
）
と
な
り
圓
球
カ
タ
ツ
ム
リ
（
虒

蝓
）
と
な
り
球
體
ヒ
サ
ゴ
（
壺
盧
）
と
な
る
、「
蒲
盧
」
や
「
果

・

・
鸁
」
の
よ

う
な
異
類
同
名
の
聯
緜
語
は
、
決
し
て
字
義
に
束
縛
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
音
義

で
し
か
正
解
し
得
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
者
は
脣
音
竝
母
と

舌
音
來
母
か
ら
、後
者
は
「

樓
」（『
方
言
』
に
前
胸
卵
型
蟲
オ
ケ
ラ
「
括
螻
」
も
あ
り
）

や
「
壺
盧
」
を
も
含
め
て
牙
音
見
母
と
舌
音
來
母
か
ら
な
る
圓
球
を
表
す
典
型
的
な

擬
態
語
な
の
で
あ
っ
た54
。

な
お
、
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
も
羅
願
『
爾
雅
翼
』
も
、
と
も
に
淳
熙
元
年
の
頃
に

初
稿
が
成
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
前
者
の
序
文
が
書
か
れ
、
ほ
ぼ
定
稿
と
な
る
の

は
後
の
淳
熙
十
六
年
で
あ
り
羅
願
は
既
に
こ
の
世
に
な
く
、
後
者
は
鈔
本
の
ま
ま
宋

末
ま
で
措
か
れ
て
い
た
の
で
、
劉
淸
之
を
介
し
て
兩
人
昵
懇
で
あ
り
な
が
ら
互
い
の

成
果
を
見
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、『
爾
雅
翼
』
の
特
徵
の
一
斑
を
、
そ
の
釋
草
「

蔬
」
と
釋
蟲
「
果

」
に

お
け
る
敍
述
を
例
に
考
え
て
き
た
。
時
と
し
て
自
繩
自
縛
の
弊
害
を
伴
う
訓
詁
學
の

陷
穽
に
は
ま
ら
な
い
羅
願
の
探
究
姿
勢
は
、
自
身
の
經
驗
と
本
草
書
と
を
縱
橫
に
活

用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、「

蔬
」
に
お
け
る
邢

よ
り
も
郭
璞
、「
果

」
に
お

け
る
鄭
玄
よ
り
も
陶
弘
景
と
い
っ
た
注
釋
態
度
に
こ
そ
端
的
に
象
徵
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
鄭
樵
に
も
匹
敵
す
る
こ
の
よ
う
な
羅
願
の
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
は
、
再
三

述
べ
た
よ
う
に
、
過
去
の
文
獻
の
み
に
依
據
せ
ず
、
自
ら
の
實
見
體
驗
を
重
視
し
、

對
象
そ
の
も
の
に
迫
っ
て
形
態
、
特
徵
、
效
能
、
變
異
な
ど
を
詳
ら
か
に
す
る
、
ま

さ
に
本
草
學
的
な
視
點
を
有
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
前
揭
『
爾
雅
翼
』
自
序
に
お

け
る
宣
言
、
す
な
わ
ち
風
土
の
差
異
に
よ
り
衆
說
紛
紜
し
て
し
ま
っ
た
動
植
物
に
お

け
る
古
今
雅
俗
の
異
名
に
對
し
、
机
上
で
の
訓
詁
の
み
な
ら
ず
現
地
で
の
搛 
査
や
觀
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察
に
も
心
を
く
だ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
不
恥
下
問
」（『
論
語
』
公
冶
長
）、
積
極
的
に
現

場
の
木
樵
や
農
夫
ら
に
問
い
質
す
べ
し
と
の
主
張
は
、
郭
璞
か
ら
陶
弘
景
、
そ
し
て

鄭
樵
か
ら
羅
願
へ
と
受
け
繼
が
れ
て
い
る
實
事
求
是
の
精
神
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
精

華
こ
そ
が
「
千
世
の
下
、
雅
と
竝
び
行
は
れ
ん
」、
ま
た
「
雅
の
道
、
復
た
顯
ら
か

に
、
功
も
亦
た
宏
ま
ら
ん
」（
自
序
）
な
ど
と
自
負
し
て
や
ま
な
い
『
爾
雅
翼
』
な
の

で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、「
夫
れ
鳥
獸
草
木
の
類
、
特
に
窮
め
難
し
と
爲
す
。
其
の
形
の
相
似
た

る
者
、
山
澤
の
人
、
朝
夕
に
從
事
す
と
雖
も
能
く
別
た
ざ
る
有
り
。
其
の
名
の
相
亂

る
る
者
、
博
物
君
子
の
風
・
雅
を
習
ふ
と
雖
も
能
く
周あ

ま
ねか

ら
ざ
る
有
り
」（『
爾
雅
翼
』

釋
木
「
六
駮
」）
な
の
で
あ
る
。
羅
願
は
、
そ
の
も
の
の
同
定
を
究
め
る
た
め
、
郭
璞

の
注
釋
法
に
倣
い
、
雅
訓
の
み
な
ら
ず
土
語
や
俚
諺
に
も
價
値
を
認
め
、
し
ば
し
ば

「
土
人
曰
」「
里
語
云
」「
俗
說
」
な
ど
と
記
す
一
方
で
、「
知
ら
ざ
る
所
を
强
ひ
ず
」

（
自
序
）
と
い
う
存
疑
蓋
闕
、
つ
ま
り
疑
わ
し
き
は
結
論
か
ら
除
外
す
る
に
何
ら
の
躊

躇
が
な
く
、書
中
に
は
「
其
說
未
聞
」「
不
知
其
故
」「
不
知
何
物
」「
未
敢
臆
也
」「
當

待
識
者
詳
之
」
と
の
言
が
枚
擧
に
い
と
ま
な
く
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
學
問
的

に
愼
重
な
態
度
こ
そ
が
「
考
據
精
博
に
し
て
體
例
謹
嚴
、
陸
佃

雅
の
上
に
在
り
」

（『
四
庫
提
要
』）
と
の
讚
辭
に
繫
が
る
の
で
あ
ろ
う
。

結　

語

こ
こ
ま
で
羅
願
『
爾
雅
翼
』
の
佳
處
ば
か
り
を
縷
述
し
、
過
襃
の
嫌
い
な
き
に
し

も
あ
ら
ず
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
訓
詁
の
學
に
傑
れ
た
黃
侃
は
、『
爾
雅
翼
』
も

所
詮
は
『

雅
』
の
亞
流
で
あ
り
、「
以
て
陸
璣
毛
詩
義
疏
・
陶
弘
景
本
草
注
を
視
る

に
、
固
よ
り
遠
く
逮
ば
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
」（「
爾
雅
略
說
」）
と
の
冷
評
を
下
し
て
い

る55
。
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
現
代
生
物
學
の
科
學
的
視
點
か
ら
み
れ
ば
、『
爾
雅
翼
』

に
も
相
應
の
誤
謬
や
迷
信
に
基
づ
く
曲
解
が
あ
り
、
ま
た
ご
く
一
部
に
は
右
文
說
に

依
據
し
て
附
會
に
失
し
た
釋
義
も
見
受
け
ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
、
如
上
仔
細
に
考

察
し
た
結
果
、『
四
庫
提
要
』
な
ら
ず
と
も
『
爾
雅
翼
』
が
『

雅
』
の
數
段
上
に
在

る
こ
と
は
顯
然
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
『
詩
疏
』
や
『
本
草
經
集
注
』
に
優
る
と

も
劣
ら
ず
、
兩
者
の
成
果
を
も
十
二
分
に
咀
嚼
吸
收
し
て
そ
の
匹
儔
た
り
得
る
創
獲

の
良
著
と
稱
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う56
。

羅
願
が
生
き
た
宋
代
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
學
者
、
皆
窮
理
盡
性
の
說
を
操
り
、
虛
無

を
以
て
宗
と
爲
し
、實
學
（
鳥
獸
草
木
之
學
）
に
至
り
て
は
、則
ち
置
き
て
問
は
」（『
昆

蟲
草
木
略
』
序
）
ざ
る
風
潮
で
あ
っ
た
と
い
う
。
二
歲
年
上
の
親
朋
で
羅
願
の
遺
稿
集

を
上
梓
し
て
く
れ
た
劉
淸
之
は
、
朱
熹
と
の
出
會
い
に
よ
っ
て
應
試
の
た
め
の
俗
學

を
擲
っ
た
人
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
朱
熹
が
大
成
し
た
性
理
の
道
學
ば
か
り
に
盲

從
し
て
い
た
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
苟
も
學
問
を
志
す
な
ら
ば
「
唯
だ
性
理
の
文
書

の
み
是
れ
傳
へ
是
れ
玩
び
、
嚮か

り

に
善
き
士
大
夫
の
み
是
れ
攀た

よ

り
是
れ
慕
は
ば
、
向
來

の
文
章
に
眩く

ら

み
、
訓
詁
に
溺
れ
、
異
敎
に
流
る
る
者
と
同
一
の
轍
」（『
宋
名
臣
言
行
錄

外
集
』
卷
十
四
）
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
主
張
に
羅
願
も
共
感
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
肝
胆
相
照
ら
す
仲
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
窮
理
盡
性
は
『
大
學
』
の
「
格
致
」
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
、

事
物
を
具
に
觀
察
し
て
そ
の
道
理
を
追
究
す
る
格
物
窮
理
の
面
を
も
當
然
有
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
朱
熹
の
い
わ
ゆ
る
「
上
は
無
極
太
極
、
下
は
一
草
一
木
一
昆
蟲
の
微

に
至
る
ま
で
、
亦
た
各
お
の
理
有
り
。
…
一
事
を
窮
め
ざ
れ
ば
則
ち
一
事
の
道
理
を

闕
き
、
一
物
格い

た

ら
ざ
れ
ば
則
ち
一
物
の
道
理
を
闕
く
」（『
朱
子
語
類
』
卷
十
五
）
の
で

あ
る
こ
と
も
論
を
俟
た
な
い
。
ま
さ
に
、「
一
草
一
木
に
も
皆
理
有
り
、
須
く
是
れ
察

す
べ
し
」（『
程
氏
遺
書
』
卷
十
八
）、「
多
く
鳥
獸
草
木
の
名
を
識
る
は
理
を
明
ら
か
に

す
る
所
以
」（
同
卷
二
十
五
）
な
の
で
あ
る57
。
宋
學
と
「
鳥
獸
草
木
之
學
」
と
が
必
ず

し
も
乖
離
し
て
い
な
い
點
に
留
意
す
べ
き
こ
と
、
名
物
學
に
秀
で
た
程
大
昌
の
「
大

學
の
致
知
、
必
ず
格
物
よ
り
始
む
。
聖
人
の
敎
へ
、
初
學
も
亦
た
其
の
多
く
鳥
獸
草

木
の
名
を
識
る
を
期
す
」（『
演
繁
露
』
序
）
と
の
言
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
王
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應
麟
が
『
爾
雅
翼
』
識
語
の
劈
頭
で
「
惟
れ
大
學
の
始
敎
は
格
物
致
知
。
萬
物
我
に

備
は
り
て
廣
大
精
微
、
一
草
木
に
も
皆
理
有
り
、
以
て
類
推
す
べ
し
」
と
述
べ
、
そ

の
掉
尾
で
「（『
爾
雅
翼
』
は
）
今
よ
り
顯
行
し
、
式
て
永
く
厥
垂
せ
ん
。
是
れ
に
繇よ

り

て
大
學
の
道
を
進
め
、
學
者
之
を
葆た

も

て
よ
」
と
結
ん
で
い
る
の
も
ゆ
え
な
し
と
は
し

な
い58
。

景
德
鎭
の
長

書
院
山
長
と
し
て
講
學
に
努
め
た
元
朝
の
洪
焱
祖
は
、
同
鄕
の
先

人
で
あ
る
羅
願
を
大
い
に
崇
敬
し
て
い
た
ら
し
く
、『
新
安
志
』
を
再
刊
し
た
り
『
爾

雅
翼
』中
の
難
字
に
音
注
を
施
し
た
り
し
た
篤
學
の
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
跋
文
に
は
、

「
今
此
の
翼
を
觀
る
に
、
詩
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
者
一
百
二
十
章
、
三
禮
の
義
を
明

ら
か
に
す
る
者
一
百
四
十
章
有
奇
。
他
、
易
象
・
春
秋
傳
の
ご
と
き
も
閒
ま
亦
た
因

り
て
發
明
有
り
」
と
の
稱
讚
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
爾
雅
翼
』
の
功
用
が
他
の

經
書
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
『
爾
雅
翼
』
の
本

領
は
、
小
論
に
お
い
て
詳
考
し
て
き
た
と
お
り
、『
詩
經
』
所
詠
の
如
何
を
問
わ
ず
古

來
衆
說
紛
雜
と
し
て
や
ま
な
い
草
木
鳥
獸
蟲
魚
の
實
體
を
、
玩
物
喪
志
に
墮
す
る
こ

と
な
く
多
く
闡
明
し
た
點
に
こ
そ
存
分
に
發
揮
さ
れ
て
お
り
、「
一
枝
の
木
、
一
莖
の

草
、
一
飛
鳴
一
游
泳
の
肖
翹
、
疑
似
を
別
た
ざ
る
靡
く
、
其
の
歸
宿
を
究
」（
李
化
龍

序
）
め
た
こ
と
に
盡
き
る
の
で
あ
る
。

宋
代
に
お
け
る
雅
學
の
正
統
は
と
い
え
ば
、
蓋
し
邢

『
注
疏
』、
陸
佃
『
新
義
』

や
『
爾
雅
鄭
注
』
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
多
く
鳥
獸
草
木
の
名
を
識
り
、
博

覽
に
し
て
惑
は
ざ
る
所
以
」（『
經
典
釋
文
』
序
錄
）
に
し
て
、
孔
子
の
い
わ
ゆ
る
學
詩

に
資
す
る
の
は
、「
此
の
書
の
成
る
や
、
雅
の
羽
翰
た
ら
ん
」
と
自
ら
欲
し
た
羅
願
の

『
爾
雅
翼
』
に
、
ま
ず
は
指
を
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

附
記

こ
の
小
論
に
お
い
て
、『
爾
雅
翼
』
に
つ
い
て
は
「
學
津
討
原
」
本
に
基
づ
く
「
叢
書

集
成
初
編
」
所
收
の
排
印
本
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
）
を
用
い
、
適
宜
、
石
雲
孫

點
校
『
爾
雅
翼
〈
修
訂
再
版
〉』（
黃
山
書
社
、二
〇
一
三
）
を
參
照
し
た
。『
爾
雅
』
に

つ
い
て
は
、
故
宮
博
物
院
景
印
「
天
祿
琳
琅
叢
書
」
所
收
の
宋
監
本
『
爾
雅
郭
注
』

に
校
勘
を
加
え
た
周
祖
謨
『
爾
雅
校
箋
』（
江
蘇
敎
育
出
版
社
、
一
九
八
四
、
の
ち
雲
南

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
に
據
り
、
歷
代
諸
注
に
つ
い
て
は
、
郭
璞
注
と
邢

『
爾

雅
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
整
理
本
、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
と
を
除
き
、
多
く
朱

祖
延
主
編
『
爾
雅
詁
林
』（
湖
北
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
六
）
を
利
用
し
た
。
解
釋
に
お

い
て
は
、
郝
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』（
十
三
經
淸
人
注
疏
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
）、
邵
晉

涵
『
爾
雅
正
義
』（
同
）
の
ほ
か
、近
人
の
徐
朝
華
『
爾
雅
今
注
』（
南
開
大
學
出
版
社
、

一
九
八
七
）、
郭
郛
『
爾
雅
注
證
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
三
）
等
を
參
照
し
た
。
ま

た
、『
爾
雅
翼
』
に
關
わ
る
序
跋
、
識
語
等
に
つ
い
て
は
、
各
別
集
の
ほ
か
朱
祖
延
主

編
『
爾
雅
詁
林
敍
錄
』（
湖
北
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
八
）、
汪
中
文
編
『
爾
雅
著
述
考
』

（
國
立
編
譯
館
、二
〇
〇
三
）
を
參
照
し
、羅
願
に
關
わ
る
傳
記
や
諸
詩
文
に
つ
い
て
は
、

程
敏
政
『
新
安
文
獻
志
』（
徽
學
硏
究
資
料
輯
刊
、
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
四
）、
蕭
建
新
・

楊
國
宜
『
新
安
志
整
理
與
硏
究
』（
徽
學
硏
究
資
料
輯
刊
、
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
八
）、
洪

武
二
年
羅
宣
明
刻
本
景
印
『
羅
鄂
州
小
集
』（
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
、
書
目
文
獻

出
版
社
、
一
九
九
八
）、
粤
雅
堂
叢
書
本
『
鄂
州
小
集
・
附
羅
郢
州
遺
文
』（
叢
書
集
成

初
編
排
印
本
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
）
を
用
い
た
。

注①　
朱
熹
が
羅
願
を
推
重
し
、
そ
の
夭
逝
を
哀
惜
し
た
こ
と
は
、
こ
の
後
、
羅
願
に
關
す

る
傳
記
や
著
作
の
題
跋
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、曹
涇
「
鄂

州
太
守
存
齋
羅
公
傳
」（
以
下
、
曹
涇
「
羅
公
傳
」）
に
「
淳
安
縣
社
壇
記
、
文
公
自
謂

不
如
。
謂
公
文
有
經
緯
、
又
謂
公
文
止
此
可
惜
」、
方
回
「
爾
雅
翼
跋
」
に
「
晦
翁
謂

文
有
經
緯
、
嘗
欲
附
名
集
後
、
又
謂
羅
端
良
止
此
可
惜
」、
黃
以
祚
「
新
安
志
書
後
」

に
「
先
生
生
與
朱
子
同
時
、亟
稱
其
文
字

密
有
經
緯
。
又
謂
有
西
漢
人
之
風
」
な
ど

と
あ
る
。
な
お
、
羅
願
の
詳
細
な
傳
記
を
殘
し
た
曹
涇
は
、
咸
淳
四
年
（
一
二
六
八
）

の
進
士
。
宋
朝
滅
亡
後
は
徽
州
紫
陽
書
院
山
長
と
し
て
講
學
し
た
人
物
で
あ
り
、『
文
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獻
通
考
』
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
馬
端
臨
の
師
。『
爾
雅
翼
』
に
音
釋
を
施
し
た
洪

焱
祖
に
「
曹
主
簿
涇
傳
」（『
新
安
文
獻
志
』
卷
九
十
五
）
が
あ
る
。
同
じ
く
徽
州
羅
氏

が
家
藏
し
て
い
た
稿
本
『
爾
雅
翼
』
を
見
出
し
た
方
回
は
、
歙
縣
出
身
で
景
定
三
年

（
一
二
六
二
）
の
進
士
。『
瀛
奎
律
髓
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
、や
は
り
洪
焱
祖
に
よ

る
「
方
總
官
回
傳
」（
同
）
が
あ
る
。

②　

曹
涇
「
羅
公
傳
」
に
「
乾
淳
閒
、
朱
文
公
、
周
益
公
、
視
爲
畏
友
」
と
あ
る
。

③　

羅
願
の
遺
稿
集
『
羅
鄂
州
小
集
』
を
編
纂
刊
行
し
た
の
も
劉
淸
之
で
あ
っ
た
。『
宋

史
』
卷
四
三
七
に
立
傳
さ
れ
、「
臨
江
人
。
受
業
於
兄
靖
之
、
甘
貧
力
學
、
博
極
書
傳
。

登
紹
興
二
十
七
年
（
一
一
五
七
）
進
士
第
」
と
い
う
。
羅
願
が
知
州
任
期
中
に
歿
し
た

時
、
通
判
州
事
と
し
て
同
僚
で
あ
っ
た
が
、
羅
願
に
は
劉
淸
之
の
父
兄
に
對
す
る
行
狀

類
（「
劉
豐
國
行
錄
」「
書
劉
子
和
行
狀
後
」）
も
あ
り
（『
羅
鄂
州
小
集
』
卷
四
）、
以

前
か
ら
か
な
り
親
密
な
閒
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。劉
淸
之
は
朱
熹
の
ほ

か
呂
祖
謙
、周
必
大
ら
と
も
交
流
が
あ
り
、歷
史
的
な
對
論
「
鵝
湖
之
會
」（
一
一
七
五
）

に
も
參
加
し
て
い
る
。『
宋
元
學
案
』
卷
五
十
九
に
そ
の
學
統
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

④　
『
宋
史
』
卷
三
八
〇
「
羅
汝
楫
傳
」
に
「
願
、
字
端
良
、
博
學
好
古
。
法
秦
漢
爲
詞

章
、
高
雅
精
煉
、
朱
熹
特
稱
重
之
。
有
小
集
七
卷
、
爾
雅
翼
二
十
卷
。
知
鄂
州
、
有
治

績
、
以
父
故
不
敢
入
岳
飛
廟
。
一
日
、
自
念
吾
政
善
、
姑
往
祠
之
、
甫
拜
、
遽
卒
於
像

前
。
人
疑
飛
之
憾
不
釋
云
」
と
あ
る
。

⑤　

曹
涇
「
羅
公
傳
」
に
「
羅
氏
之
先
、
在
春
秋
爲
小
國
、
隷
襄
之
宜
城
、
徙
荆
之
枝

江
、
因
以
爲
氏
。
公
之
先
、
五
季
時
、
自
豫
章
避
地
來
歙
、
遂
爲
徽
州
歙
縣
人
」、
洪

适
「
羅
尙
書
墓
誌
銘
」（『
盤
洲
文
集
』
卷
七
十
七
）
に
「
公
羅
氏
、
諱
汝
輯
字
彥
濟
。

其
先
自
豫
章
辟
五
季
之
亂
、
徙
家
於
歙
、
遂
爲
歙
人
。
曾
祖
諱
仁
昇
、
祖
諱
承
吉
、
考

諱
擧
、
以
公
故
累
封
至
右
朝
請
大
夫
。
羅
本
春
秋
時
小
國
、
在
襄
之
宜
城
、
又
徙
荆
之

枝
江
」
と
あ
る
。
な
お
、
宋
元
代
に
お
け
る
徽
州
羅
氏
に
つ
い
て
は
、
前
村
佳
幸
「
宋

代
士
大
夫
の
著
作
と
テ
ク
ス
ト
の
流
傳
」（『
統
合
テ
ク
ス
ト
科
學
硏
究
』
第
二
號
、

二
〇
〇
四
）
に
詳
し
い
。

⑥　

羅
汝
楫
の
傳
記
に
つ
い
て
は
、前
村
佳
幸
「
淳
熙
『
新
安
志
』
先
逹
に
お
け
る
士
大

夫
像
」（『
統
合
テ
ク
ス
ト
科
學
硏
究
』
第
四
號
、二
〇
〇
六
）
に
『
新
安
志
』
と
の
關

わ
り
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

宮
崎
一
定
「
宋
代
官
制
序
說
―
宋
史
職
官
志
を
如
何
に
讀
む
べ
き
か
―
」（
佐
伯
富

編
『
宋
史
職
官
志
索
引
』
所
收
、
東
洋
史
硏
究
會
、
一
九
六
三
、
の
ち
『
宮
崎
一
定
全

集
』
第
十
卷
所
收
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
）
第
三
章
參
照
。

⑧　

朱
熹
に
「
除
秦
檜
祠
移
文
」（『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
九
十
九
）
が
あ
る
。

⑨　
『
宋
史
』
羅
汝
楫
傳
に
、「
拜
監
察
御
史
。
未
逾
月
、
殿
中
侍
御
史
。
與
中
丞
何
鑄

交
章
論
岳
飛
、
罷
其
樞

。
朱
芾
、
李
若
虛
嘗
爲
飛
議
曹
、
主
帥
有
異
意
而
不
能
諫
。

又
言
、
飛
獄
具
、
寺
官
聚
斷
、
咸
謂
死
有
餘
罪
、
寺
丞
何
彥
猷
、
李
若
樸
獨
喧
然
以
衆

議
爲
非
、
欲
從
輕
典
、
皆
坐
黜
。
王
庶
謫
道
州
、
郡
丞
孫
行
儉
以
官
廨
居
之
、
汝
楫
劾

其
無
忌
憚
當
斥
、
且
令
庶
徙
居
。
劉
子
羽
知
鎭
江
、
上
言
、
和
好
非
久
遠
計
、
宜
及
閒

暇
爲
備
。
檜
怒
、風
汝
楫
論
罷
之
」
と
あ
り
、前
揭
前
村
論
文
（
二
〇
〇
六
）
は
、『
建

炎
以
來
繫
年
要
錄
』
卷
一
四
一
か
ら
一
四
七
に
よ
っ
て
、「（
羅
汝
楫
は
）
殿
中
侍
御
史

と
し
て
、御
史
中
丞
の
何
鑄
と
と
も
に
岳
飛
を
彈
劾
し
て
樞
密
副
使
の
辭
任
に
追
い
込

み
、
さ
ら
に
右
諫
議
大
夫
と
し
て
、
岳
飛
の
屬
僚
で
あ
っ
た
朱
帶
と
李
若
虛
、
岳
飛
の

處
罰
を
輕
減
し
よ
う
と
し
た
大
理
寺
丞
の
何
彥
猷
と
李
若
僕
を
彈
劾
す
る
と
と
も
に
、

四
川
の
道
州
に
配
流
さ
れ
當
地
で
歿
す
る
こ
と
に
な
る
王
庶
に
官
舍
を
提
供
し
て
い

た
通
判
や
鎭
江
府
の
知
事
劉
子
羽
を
彈
劾
し
た
」
と
ま
と
め
る
。

⑩　

恩
蔭
制
度
と
鎖
廳
試
に
つ
い
て
は
、
荒
木
敏
一
『
宋
代
科
擧
制
度
硏
究
』（
東
洋
史

硏
究
會
、一
九
六
九
）、及
び
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
硏
究
』（
同
朋
舍
、一
九
八
五
）、

ま
た
、
同
「
宋
代
の
恩
蔭
制
度
」（『
東
方
學
報
』
第
五
十
二
册
、
一
九
八
〇
）
を
參

照
。

⑪　

范
成
大
『
吳
船
錄
』
卷
下
に
、「
晨
出
大
江
、
午
至
鄂
渚
。
泊
鸚
鵡
洲
前
南
市
堤
下
。

南
市
在
城
外
、
沿
江
數
萬
家
、
廛

甚
盛
、
列
肆
如
櫛
。
酒
壚
樓
欄
尤
壯
麗
、
外
郡
未

見
其
比
。
蓋
川
廣
荆
襄
淮
浙
貿

之
會
、
貨
物
之
至
者
無
不
售
、
且
不
問
多
少
、
一
日

可
盡
、
其
盛
壯
如
此
」
と
あ
る
。

⑫　

汪
舜
民
『
徽
州
府
志
』
羅
願
傳
に
も
「（
淳
熙
）
十
一
年
甲
辰
七
月
、値
旱
立
日
中
、

精
禱
致
疾
。
及
祠
岳
飛
廟
遽
卒
、年
四
十
九
。
鄂
人
繪
像
于
靈
竹
寺
孟
宗
泣
竹
處
」
と

あ
る
。
な
お
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
鄂
州
小
集
は
、「
淳
熙
甲
辰
、
願
由
知
南
劍
州

改
鄂
州
、
乙
巳
卒
於
官
」
と
い
い
、
そ
の
死
を
「
乙
巳
」
す
な
わ
ち
淳
熙
十
二
年

（
一
一
八
五
）
と
す
る
。

⑬　

汪
士
禎
『
池
北
偶
談
』
卷
七
「
趙
忠
毅
公
擇
言
」
に
は
、「
宋
鄂
州
知
州
羅
願
、
以

父
汝
楫
爲
御
史
時
、
常
附
榛
檜
論
岳
武
穆
、
不
敢
入
武
穆
廟
。
一
日
自
念
吾
政
善
、
姑

往
祀
之
、
再
拜
遂
卒
。
鄂
州
廩
廩
、
爲
乾
道
淳
熙
閒
名
臣
、
其
卒
、
朱
子
尤
痛
惜
之
、

恨
未
見
其
止
。
鄂
人
感
其
德
、
爲
之
圖
像
以
祀
。
歐
陽
宜
諸
曰
、
願
素
行
無
愧
於
侯
、
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其
卒
也
、
未
必
侯
所
爲
意
者
。
善
惡
之
報
、
不
於
其
身
、
則
於
其
子
孫
。
欒
盈
非
爲
、

汰
而
受
欒
黶
之
惡
以
殺
其
身
、
亦
理
之
或
然
者
。
予
謂
羅
公
賢
者
、
以
其
父
之
構
陷
武

穆
、
而
又
近
於
其
廟
、
愧
恨
不
敢
入
、
五
內
切
剝
久
矣
。
一
旦
瞻
其
遺
像
、
大
命
遂

傾
、
惜
哉
。
小
人
之
子
孫
、
惟
宜
愚
不
肖
耳
。
稍
賢
智
則
其
苦
皆
若
鄂
州
、
求
死
不
得

也
」
と
あ
る
。

⑭　

前
揭
前
村
論
文
（
二
〇
〇
四
）
は
、「
羅
願
の
生
涯
は
自
ら
望
ん
で
地
方
官
と
祠
官

ば
か
り
に
就
い
て
出
世
よ
り
も
讀
書
と
學
究
を
優
先
さ
せ
、『
新
安
志
』
な
ど
地
元
に

密
着
し
た
內
容
の
テ
ク
ス
ト
も
執
筆
す
る
と
い
っ
た
穩
や
か
な
も
の
で
あ
る
。科
擧
に

合
格
し
な
が
ら
、中
央
官
界
で
の
榮
逹
よ
り
は
地
域
社
會
に
深
く
關
與
す
る
こ
と
を
志

向
す
る
姿
勢
が
南
宋
時
期
の
士
大
夫
層
に
お
い
て
顯
著
と
な
る
こ
と
は
つ
と
に
知
ら

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
ま
た
「
南
宋
か
ら
元
代
そ
し
て
明
初
に
か
け
て
、
官
僚
と
し
て

は
榮
逹
し
た
も
の
の
著
作
の
傳
わ
っ
て
い
な
い
汝
楫
よ
り
は
、書
物
の
か
た
ち
を
も
っ

て
存
在
し
て
い
る
『
新
安
志
』『
爾
雅
翼
』
及
び
『
羅
鄂
州
小
集
』
の
作
者
で
あ
る
羅

願
が
徽
州
羅
氏
の
最
も
代
表
的
人
物
と
な
り
、そ
の
家
系
の
ル
ー
ツ
と
な
る
べ
き
存
在

と
し
て
後
代
の
羅
氏
に
强
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
も
述
べ
る
。

⑮　

郭
璞
『
爾
雅
注
』
序
に
は
、「
夫
爾
雅
者
、
所
以
通
詁
訓
之
指
歸
、
敍
詩
人
之
興
詠
、

絕
代
之
離
詞
、
辯
同
實
而
殊
號
者
也
。
誠
九
流
之
津
涉
、
六
藝
之
鈐

、
學
覽
者
之

潭
奧
、
摛
翰
者
之
華
苑
也
。
若
乃
可
以
博
物
不
惑
、
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
者
、
莫
近

於
爾
雅
」
と
あ
る
。

⑯　

例
え
ば
、『
爾
雅
』
釋
詁
「
粤
、
于
、
爰
、
曰
也
」
の
郭
注
は
「
書
曰
、
土
爰
稼
穡
。

詩
曰
、
對
越
在
天
、
王
于
出
征
」
で
あ
る
が
、
邢
疏
は
「
云
書
曰
土
爰
稼
穡
者
、
周
書

洪
範
文
。
云
詩
曰
對
越
在
天
者
、
周
頌
淸
廟
文
。
云
王
于
出
征
者
、
小
雅
六
月
文
」
と

出
典
の
說
明
に
終
始
し
て
お
り
、
釋
草
「
孟
、
狼
尾
」
の
郭
注
は
「
似
茅
、
今
人
亦
以

覆
屋
」
で
あ
る
が
、
邢
疏
は
「
草
似
茅
者
、
一
名
孟
、
一
名
狼
尾
。
今
人
亦
以
覆
屋
」

と
何
ら
の
知
見
も
加
味
し
な
い
。
ま
た
、小
林
淸
市
「
淸
朝
考
證
學
派
の
博
物
學
」（
山

田
慶
兒
編
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
學
の
世
界
』
所
收
、思
文
閣
出
版
、一
九
九
五
）

は
、「『
も
の
』
の
特
定
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
と
き
に
は
『
未
詳
』『
未
聞
』
と
記
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
郭
璞
の
思
い
は
、邢

に
よ
っ
て
み
ご
と
に
默
殺
さ
れ
て
い
る
。
す

く
な
く
と
も
郭
璞
に
と
っ
て
は
現
實
の
『
も
の
』
は
文
獻
資
料
や
圖
と
比
肩
し
う
る
比

重
を
備
え
て
い
た
。
郭
注
を
す
ぐ
れ
た
植
物
誌
と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、邢

に
と
っ
て
は
『
も
の
』
な
ど
意
識
外
の
代
物
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

⑰　

錢
大
昕
「
爾
雅
釋
文
補
序
」
に
「
北
宋
邢
叔
明
專
疏
郭
景
純
注
、墨
守
東
晉
人
一
家

之
言
、
識
已
拘
而
鮮
通
、
其
爲
書
他
、
又
不
過
鈔
撮
孔
氏
經
疏
、
陸
氏
釋
文
、
是
學
亦

未
能
過
人
矣
」、
邵
晉
涵
『
爾
雅
正
義
』
序
に
「
邢
氏
疏
成
於
宋
初
、
多
掇
拾
毛
詩
正

義
、
掩
爲
己
說
。
閒
采
尙
書
、
禮
記
正
義
、
復
多
闕
略
。
南
宋
人
已
不
滿
其
書
、
後
取

列
諸
經
之
疏
、
聊
取
備
數
而
已
」
と
あ
る
。

⑱　

家
學
と
し
て
本
草
や
醫
藥
に
通
ず
る
陸
游
と
祖
父
陸
佃
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、拙

論
「
陸
游
と
菰
―
放
翁
詩
作
を
め
ぐ
る
本
草
學
的
考
察
―
」（『
學
林
』
第
四
十
六
號
、

二
〇
〇
八
）、及
び
拙
論
「『
菰
』
の
本
草
學
―
陸
游
詩
所
詠
菰
草
考
序
說
―
」（『
福
島

大
學
硏
究
年
報
』
第
一
號
、
二
〇
〇
五
）
を
參
照
。

⑲　

羅
桂
環
・
汪
子
春
主
編『
中
國
科
學
技
術
史
・
生
物
學
卷
』（
科
學
出
版
社
、二
〇
〇
五
）

第
四
章
に
、「
陸
佃
的
書
中
對
于
動
植
物
的
形
態
、
分
類
、
生
境
、
用
途
乃
至
歷
史
記

載
等
方
面
、
都
有
較
詳
盡
的
考
釋
、
向
來
爲
後
人
重
視
、
可
以
說

雅
是
北
宋
時
期
生

物
學
的
重
要
著
作
之
一
」
と
あ
る
。

⑳　
『
四
庫
提
要
』
に
、「
其
學
問
淵
源
、
則
實
出
安
石
。
晁
公
武
讀
書
志
、
謂
其
說
不
專

主
王
氏
、
亦
似
特
立
。
殆
未
詳
檢
是
編
、
誤
以
論
其
人
者
論
其
書
歟
。
觀
其
開
卷
說
龍

一
條
、
至
於
謂
曾
公
亮
得
龍
之
脊
、
王
安
石
得
龍
之
睛
。
是
豈
不
尊
安
石
者
耶
。
然
其

詮
釋
諸
經
、
頗
據
古
義
。
其
所
援
引
、
多
今
所
未
見
之
書
。
其
推
闡
名
理
、
亦
往
往
精

鑿
。
謂
之

雜
則
可
、
要
不
能
不
謂
之
博
奧
也
」
と
あ
る
。

㉑　

汪
子
春
・
羅
桂
環
・
程
寶
綽
『
中
國
古
代
生
物
學
史
略
』（
河
北
科
學
技
術
出
版
社
、

一
九
九
二
）
第
四
章
に
、「
爾
雅
翼
、
是
繼

雅
之
後
、
對
動
植
物
硏
究
更
爲
深
入
的

重
要
專
著
。
…
接
近
爾
雅
名
數
、
比

雅
多
出
很
。
在
考
證
上
更
加
精
細
、
引
據
精

確
、
持
論
謹
嚴
、
把
當
時
知
識
與
親
自
經
歷
和
民
閒
資
料
結
合
起
來
、
把
進
行
動
植
物

名
實
考
證
、
較
前
人
有
較
大
發
展
。（「
釋
魚
」「
釋
木
」
の
生
態
描
寫
例
中
略
）
剖
析

淸
楚
、
歷
歷
如
繪
」
と
あ
る
。

㉒　

胡
樸
安
『
中
國
訓
詁
學
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九
）
第
一
章
に
、「
羅
氏
此

書
、專
爲
名
物
之
辨
。
…
雖
未
必
皆
確
鑿
不
移
而
極
可
爲
名
物
硏
究
之
助
。
…
惟
自
宋

以
來
諸
儒
、
詳
于
性
理
之
談
、
略
于
名
物
之
辨
。
鄭
樵
之
昆
蟲
草
木
略
、
陸
佃
之

雅
、
羅
願
之
爾
雅
翼
、
皆
是
有
宋
一
代
、
名
物
學
之
著
作
。
鄭
非
專
書
、
如
以
蘭
蕙
爲

一
物
、
疎
漏
時
有
。
陸
多
比
附
王
安
石
字
說
。
而
羅
書
爲
善
。
…
要
之
羅
氏
之
書
、
在

名
物
學
上
自
有
相
當
之
價
値
。
洵
可
爲
爾
雅
之
翼
也
」
と
あ
る
。
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㉓　
『
楚
辭
』
の
「
離
騷
」
に
多
く
の
草
木
が
詠
み
こ
ま
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
拙
論
「『
離
騷
』
に
詠
ま
れ
る
芳
草
香
木
の
本
草
學
的
考
察
―
巫
醫
作
離
騷
考
序

說
―
」（『
立
命
館
文
學
』
第
五
六
三
號
、
二
〇
〇
〇
）、
及
び
拙
論
「『
離
騷
』
蘭
芷
佩

服
考
―
巫
祝
と
香
草
―
」（
大
野
圭
介
編
『
楚
辭
と
楚
文
化
の
總
合
的
硏
究
』
所
收
、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
）
を
參
照
。

㉔　

羅
桂
環
「
宋
代
的
鳥
獸
草
木
之
學
」（『
自
然
科
學
史
硏
究
』
第
二
十
卷
第
二
期
、

二
〇
〇
一
）
は
、「
最
早
提
出
這
一
問
題
、
明
確
强
搛 
鳥
獸
草
木
之
學
非
常
重
要
、

且
致
力
使
之
發
展
的
學
者
著
名
史
學
鄭
樵
。鄭
樵
是
南
宋
初
期
一
位
知
識
非
常
淵
博
的

學
者
。
受
當
時
學
術
風
氣
的
影
響
、他
非
常
重
視
生
物
學
知
識
的
獲
得
和
傳
播
」
と
述

べ
る
。

㉕　

陸
璣
『
詩
疏
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、矢
島
明
希
子
「
陸
氏
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏

の
基
礎
的
硏
究
―
篇
目
か
ら
見
る
各
本
の
相
違
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
輯
、

二
〇
一
五
）、
及
び
同
「
日
本
に
お
け
る
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
の
出
版
―
和
刻

本
と
圖
解
本
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
二
輯
、
二
〇
一
七
）、
ま
た
、
重
野
宏

市
「『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』「
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
」
譯
注
」（『
筑
波
中
國
文
化
論

集
』
第
三
十
五
號
、
二
〇
一
六
）
等
を
參
照
。

㉖　

揚
雄
『
方
言
』
卷
十
一
に
は
、「
蟬
、
楚
謂
之
蜩
、
宋
衞
之
閒
謂
之

蜩
、
陳
鄭
之

閒
謂
之
蜋
蜩
、
秦
晉
之
閒
謂
之
蟬
、
海
岱
之
閒
謂
之
䗁
。
其
大
者
謂
之
蟧
、
或
謂
之
蝒

馬
。
其
小
者
謂
之
麥
蚻
、
有
文
者
謂
之
蜻
蜻
、
其

蜻
謂
之
疋
、
大
而
黑
者
謂
之
䗃
、

黑
而
赤
者
謂
之

。
蜩
蟧
謂
之

蜩
。
𧕄
謂
之
寒
蜩
、
寒
蜩
、
瘖
蜩
也
」
と
あ
る
。

㉗　

陸
璣
『
詩
疏
』
の
特
徵
に
つ
い
て
は
、小
林
淸
市
「
陸
疏
の
素
描
」（『
中
國
思
想
史

硏
究
』
第
九
號
、
一
九
八
七
、
の
ち
『
中
國
博
物
學
の
世
界
』
所
收
、
農
山
漁
村
文
化

協
會
、
二
〇
〇
三
）
に
詳
し
い
。

㉘　

渡
邊
幸
三
「
陶
弘
景
の
本
草
に
對
す
る
文
獻
學
的
考
察
」（『
東
方
學
報
』
第
二
十

册
、
一
九
五
一
、
の
ち
『
本
草
書
の
硏
究
』
所
收
、
杏
雨
書
屋
、
一
九
八
七
）
第
三
章

「
敦
煌
本
本
草
集
注
序
錄
に
つ
い
て
」
參
照
。

㉙　

こ
の
本
草
書
重
層
化
の
歷
史
を
打
破
し
、ま
っ
た
く
獨
自
の
見
解
に
基
づ
い
て
編
纂

さ
れ
た
の
が
李
自
珍
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
。
孫
星
衍
が
「
校
定
神
農
本
草
經
序
」

（『
問
字
堂
集
』
卷
三
）
に
お
い
て
、「
見
明
李
時
珍
作
本
草
綱
目
、
其
名
已
愚
、
僅
取

大
觀
本
割
裂
舊
文
、
妄
加
增

、
迷
誤
後
學
」
と
痛
烈
に
批
判
し
た
の
も
ゆ
え
な
し
と

し
な
い
。

㉚　

紹
興
二
十
九
年
（
一
一
五
九
）、
王
繼
先
ら
が
高
宗
の
奉
敕
に
よ
り
『
大
觀
本
草
』

を
校
定
し
て
『
紹
興
校
定
經
史
證
類
備
急
本
草
』
を
撰
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、そ
の
刊

行
は
節
略
本
の
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
岡
西
爲
人『
本
草
槪
說
』（
創
元
社
、一
九
七
七
）

第
五
章
「
宋
代
の
本
草
」
參
照
。

㉛　

汪
藻
『
靖
康
要
錄
』
卷
十
一
に
、「（
靖
康
二
年
二
月
）
二
日
、
壞
司
天
臺
渾
儀
、
輸

軍
前
。
虜
圖
明
堂
九
鼎
、
觀
之
不
取
。
止
索
三
館
文
籍
圖
書
國
子
監
書
板
」
と
あ
る
。

錢
大
昕
「
證
類
本
草
」（『
十
駕
齋
養
新
錄
』
卷
十
四
）
に
は
、「
是
書
初
版
于
杭
州
漕

司
。
艾
晟
序
謂
愼
微
不
知
何
許
人
、
其
云
大
觀
本
草
者
、
因
校
刊
之
年
題
之
也
。
其
後

曹
孝
忠
被
旨
校
刊
、
乃
系
以
政
和
之
名
。
若
愼
微
著
書
、
實
在
元
祐
之
世
、
不
特
非
政

和
、
亦
非
大
觀
也
。
其
書
本
名
經
史
證
類
備
急
本
草
、
大
觀
政
和
皆
後
來
所
題
。
而
政

和
之
名
出
于
朝
旨
、
則
當
以
政
和
爲
正
。
然
南
宋
人
多
稱
大
觀
本
草
者
、
政
和
新
修
之

本
經

京
淪
喪
、
不
及
流
播
東
南
。
陳
直
齋
所
收
、
亦
祇
浙
漕
司
本
、
未
暇
訂
正
耳
」

と
あ
り
、『
四
庫
提
要
』
聖
濟
總
錄
纂
要
に
は
、「
考
晁
陳
二
氏
書
目
、
但
有
徽
宗
聖
濟

經
、
不
載
是
書
。
觀
焦
惠
序
、
稱
始
成
於
政
和
、
重
刊
於
大
定
。
殆

京
破
後
、
隨
內

府
圖
籍
北
行
、
南
渡
諸
人
、
未
睹
其
本
歟
。
今
未
見
其
原
書
」
と
あ
る
。
渡
邊
幸
三

「
唐
愼
微
の
經
史
證
類
備
急
本
草
の
系
統
と
そ
の
版
本
」（『
東
方
學
報
』
第
二
十
一
册
、

一
九
五
三
、
の
ち
『
本
草
書
の
硏
究
』
所
收
、
杏
雨
書
屋
、
一
九
八
七
）
參
照
。

32　

羅
願
『
新
安
志
』
先
逹
に
は
、朱
熹
の
父
で
徽
州
本
貫
の
朱
松
も
「
朱
吏
部
」
と
し

て
立
傳
さ
れ
て
い
る
が
、實
は
そ
の
大
半
は
朱
熹
の
傳
な
の
で
あ
る
。
錢
大
昕
「
跋
新

安
志
」（『
潛
硏
堂
文
集
』
卷
二
十
九
）
は
、「
志
成
於
淳
熙
二
年
。
朱
晦
翁
（
朱
熹
）

名
位
未
顯
、
且
見
存
、
不
在
立
傳
之
例
。
而
於
韋
齋
（
朱
松
）
傳
末
稱
其
讀
書
求
志
、

有
四
方
學
者
推
尊
之
語
、
亦
見
其
傾
倒
於
朱
（
熹
）
也
」
と
述
べ
、
當
時
存
命
か
つ
い

ま
だ
無
名
で
あ
っ
た
朱
熹
へ
の
紙
幅
を
割
い
た
言
及
は
立
傳
の
例
に
あ
ら
ざ
る
も
、羅

願
の
朱
熹
へ
の
傾
倒
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
み
な
す
。

33　

朱
熹
に
師
從
し
た
復
齋
先
生
こ
と
陳

の
「
朱
文
公
祠
堂
記
」
に
よ
る
と
、朱
熹
が

莆
田
を
數
度
に
わ
た
り
訪
れ
て
い
た
の
は
事
實
ら
し
い
。
楊
國
楨
『
海
濤
集
』（
海
洋

出
版
社
、
二
〇
一
五
）「
鄭
樵
傳
說
搛 
査
」
參
照
。

34　

蔣
維
錟
・
陳
長
城
「
鄭
樵
事
迹
四
考
」（『
福
建
論
壇
』
一
九
九
八
年
第
四
期
）
參

照
。

35　

夏
廣
興
「
羅
願
和
他
的
爾
雅
翼
」（『
辭
書
硏
究
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）
は
、「
羅

願
有
感
于
當
時
人
們
對
名
物
詞
語
知
識
的
歉
缺
和
無
知
、
于
是
萌
發
創
作
此
書
的
動
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機
、

願
千
世
之
下
、
與
雅

行
。
這
一
良
好
的
願
望
和
强
烈
的
責
任
感
、
鑄
成
了
這

一
洋
洋
萬
言
的
著
作
」（
李
軍
「
基
于
漢
語
訓
詁
學
的
動
植
物
名
詞
專
著
爾
雅
翼
編
纂

特
色
硏
究
」、『
農
業
考
古
』
二
〇
一
一
年
第
四
期
に
出
處
を
示
さ
ず
そ
の
ま
ま
引
用
）

と
述
べ
、莊
雅
州
「
羅
願
及
其
爾
雅
翼
」（『
陳
新
雄
敎
授
八
秩
誕
辰
記
念
論
文
集
』
所

收
、
萬
卷
樓
圖
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
五
）
は
、「
在
擧
世
崇
尙
心
性
之
談
、
略

於
名
物
之
辨
的
宋
代
、
羅
願
所
以
要
發
憤
著
述
爾
雅
翼
。（
自
序
の
引
用
部
分
中
略
）

這
是
相
當
符
合
科
學
實
證
精
神
與
古
來
名
物
學
硏
究
傳
統
的
」
と
述
べ
る
。

36　

羅
願
と
趙
不
悔
の
原
序
に
は
「
淳
熙
二
年
三
月
癸
未
」
と
あ
り
、閒
も
な
く
刊
行
さ

れ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
宋
本
は
現
存
し
な
い
。『
新
安
志
』
に
つ
い
て
は
前
揭
書
『
新

安
志
整
理
與
硏
究
』
に
詳
考
さ
れ
て
お
り
、羅
願
に
關
す
る
史
料
も
廣
汎
に
蒐
集
さ
れ

て
い
る
。

37　

王
應
麟
「
爾
雅
翼
識
語
」
に
、「
小
集
僅
傳
、
知
此
（
爾
雅
翼
）
者
希
。
歲
甲
午

（
一
一
七
四
）
書
成
、

庚
午
（
一
二
七
〇
）
九
十
七
載
、
出
若
有
期
。
自
今
顯
行
、

式
永
厥
垂
。
繇
是
進
大
學
之
道
、
學
者
葆
之
。
先
是
公
之
從
曾
孫
裳
、
錄
藏
家
楹
。
訪

求
得
其
書
、
則
前
大
學
博
士
方
君
回
也
。
識
卷
後
而
刊
於
郡
者
、
浚
儀
王
應
麟
也
」
と

あ
る
。

38　

洪
焱
祖
「
爾
雅
翼
跋
」
に
、「
咸
淳
庚
午
、
郡
守
厚
齋
先
生
浚
儀
王
公
應
麟
始
刊
布

之
、
今
五
十
年
矣
。
板
逸
不
存
、
郡
守
自
齋
先
生
北

朱
公
霽
屬
學
官
訪
求
墨
本
、
節

費
重
刊
、
且
以
難
字
頗
多
、
初
學
未
能
遽
曉
、
俾
焱
祖
詳
加
音
釋
、
附
於
各
卷
之
末
。

又
舊
本
出
於
筆
吏
之
手
、
頗
有
訛
舛
、
謹
爲
正
之
、
所
不
知
者
闕
」
と
あ
る
。

39　
『
靜
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』（
靜
嘉
堂
文
庫
、
一
九
三
〇
）
參
照
。
な
お
、
程
光

裕
「
羅
願
著
述
考
」（『
華
岡
文
科
學
報
』
第
十
二
期
、
一
九
八
〇
、『
宋
史
硏
究
集
』

第
十
三
集
、一
九
八
一
、の
ち
『
常
溪
集
』
所
收
、中
國
文
化
大
學
出
版
部
、一
九
九
六
）

は
、『
羅
鄂
州
小
集
』
の
靜
嘉
堂
文
庫
藏
明
刊
本
を
記
載
す
る
も
の
の
、『
爾
雅
翼
』
の

元
刊
本
現
存
に
つ
い
て
は
觸
れ
て
い
な
い
。

40　

羅
願
の
淳
熙
『
新
安
志
』
に
續
き
、『
新
安
續
志
』（
一
二
三
五
）
と
『
新
安
後
續

志
』（
一
三
一
九
）
が
、明
代
に
は
『
重
編
新
安
志
』（
一
三
七
七
）
が
前
志
ら
を
包
含

す
る
か
た
ち
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

41　

張
國
淦
『
中
國
古
方
志
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）、
顏
宏
義
『
宋
朝
方
志
考
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）、
劉
緯
毅
『
宋
遼
金
元
方
志
輯
佚
』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
一
）、『
永
樂
大
典
方
志
輯
佚
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）
等
參
照
。

42　
『
新
安
志
』
の
版
本
は
、
吳
瞻
泰
と
黃
以
祚
の
書
後
を
附
す
康
熙
四
十
六
年

（
一
七
〇
七
）
刊
本
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
ず
、
こ
れ
が
現
存
最
古
と
な
る
。

43　

そ
の
後
の
『
爾
雅
翼
』
刊
行
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
前
揭
前
村
論
文
（
二
〇
〇
四
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、「
明
淸
時
代
に
お
い
て
『
羅
鄂
州
小
集
』
と
『
爾
雅
翼
』
は
、

主
と
し
て
羅
願
の
後
裔
と
稱
す
る
同
姓
の
者
と
徽
州
出
身
の
人
物
に
よ
り
刊
行
さ
れ

流
布
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
趙
華
富
『
徽
州
宗
族
硏
究
』（
安

徽
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
參
照
。

44　

前
揭
拙
論
「『
菰
』
の
本
草
學
―
陸
游
詩
所
詠
菰
草
考
序
說
―
」
參
照
。
菰
實
が
穀

物
の
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
禮
書
や
漢
儒
の
諸
注
か
ら
も
う
か
が
わ
れ

る
。
例
え
ば
、『
周
禮
』
食
醫
に
「
凡
會
膳
食
之
宜
、
牛
宜

、
羊
宜
黍
、
豕
宜
稷
、

犬
宜
粱
、
雁
宜
麥
、
魚
宜
菰
。
凡
君
子
之
食
、
恆
放
焉
。（
鄭
衆
注
）

、
彫
胡
也
」、

『
周
禮
』
太
宰
に
「
以
九
職
任
萬
民
。
一
曰
三
農
、生
九
穀
。（
鄭
玄
注
）
九
穀
無

大

麥
、
而
有
粱

」、『
周
禮
』
膳
夫
に
「
凡
王
之
饋
、
食
用
六
穀
、
膳
用
六
牲
、
飮
用
六

淸
。（
鄭
衆
注
）
六
穀
、

黍
稷
粱
麥

。

、
彫
胡
也
」、『
禮
記
』
內
則
に
「
食
、

蝸
醢
而

食
雉
羹
。（
鄭
玄
注
）

、
彫
胡
也
」
な
ど
と
あ
る
。

45　
「

蔬
」
の
語
源
が
、『
詩
經
』

風
「
新
臺
」
に
み
え
る
「
籧

」
に
同
じ
く
魚
部

疊
韻
の
聯
緜
語
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、拙
論
「
爾
雅
釋
草

蔬
考
」（『
學
林
』
第

二
十
七
號
、
一
九
九
七
）
を
參
照
。
ま
た
、「
菰
米
」「
菰
菜
」
の
詳
細
や
羅
願
の
考
證

に
も
一
部
謬
見
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
揭
拙
論
「『
菰
』
の
本
草
學
―
陸
游
詩

所
詠
菰
草
考
序
說
―
」
を
參
照
。

46　
『
新
安
志
』
の
「
物
產
」
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
提
要
』
に
「
其
物
產
一
門
、
乃
願
專

門
之
學
、
徵
引
尤
爲
該
備
」
と
あ
る
。

47　

陸
游
の
詠
菰
詩
と
頻
繁
な
る
菰
食
と
に
つ
い
て
は
、前
揭
拙
論
「
陸
游
と
菰
―
放
翁

詩
作
を
め
ぐ
る
本
草
學
的
考
察
―
」
を
參
照
。

48　
「
蜾

」
と
「
螟
蛉
」
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
加
納
喜
光
「
草
木
蟲
魚
の
シ
ン
ボ
リ

ズ
ム
―
詩
經
の
博
物
誌
か
ら
―
」（『
漢
文
敎
室
』
一
四
七
號
、
一
九
八
三
、
の
ち
『
漢

字
の
博
物
誌
』
所
收
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
二
）、
及
び
小
林
淸
市
「
經
學
者
の
昆

蟲
觀
―
蜾

の
生
態
を
手
掛
か
り
に
し
て
―
」（『
山
口
大
學
敎
育
學
部
硏
究
論
叢
』
第

四
十
四
卷
第
一
部
、
一
九
九
四
、
の
ち
『
中
國
博
物
學
の
世
界
』
所
收
、
農
山
漁
村
文

化
協
會
、
二
〇
〇
三
）
に
詳
し
い
。

49　

張
華
『
博
物
志
』
卷
四
に
も
、「
大
腰
無
雄
、
龜

類
也
。
無
雄
、
與
蛇
通
氣
則
孕
。
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細
腰
無
雌
、
蜂
類
也
。
取
桑
蠶
則
阜
螽
子
呪
而
成
子
、
詩
云
螟
蛉
之
子
、
蜾

負
之
、

是
也
」
と
あ
る
。

50　

蘇
頌
『
本
草
圖
經
』

に
、「
數
說
不
同
。
人
或
疑
之
。
然
物
類
變
化
、
固
不
可

度
。

蟬
生
於
轉
丸
、
衣
魚
生
於
瓜
子
、
龜
生
於
蛇
、
蛤
生
於
雀
、
白

之
相
視
、
負

螽
之
相
應
、
其
類
非
一
。
若
桑
蟲
蜘
蛛
之
變
爲
蜂
、
不
爲
異
矣
。
如
陶
所
說
卵
如
粟

者
、
未
必
非
祝
蟲
而
成
之
也
」
と
あ
り
、
呪
文
化
生
の
古
說
を
全
面
的
に
支
持
し
て
陶

弘
景
に
も
反

し
て
い
る
。

51　
『

雅
』
卷
十
一
「
果

」
に
は
古
說
を
支
持
し
て
、「
卽
今
細
腰
土

、
好
禁
蜘

蛛
。
說
文
云
、
天
地
之
性
、
細
腰
純
雄
、
無
子
。
列
子
曰
、
純
雄
、
其
名
穉
蜂
。
蓋
其

類
也
。
摙
泥
作
房
、
如

竹
管
、
取
桑
蟲
負
之
、
七
日
而
化
爲
子
、
其
祝
聲
可
聽
。
法

言
曰
、
祝
之
曰
、
類
我
。
蓋
其
音
云
也
。
莊
子
曰
、
細
要
者
化
。
今
呼
大

、
啖
子
、

地
中
作
房
者
、
亦
曰
土

、
非
此
細
腰
土

也
。
果

、
一
名

、
一
名
蒲
盧
。
中

庸
曰
、
政
也
者
、
蒲
盧
也
。
化
書
曰
、
嬰
兒
似
乳
母
、
斯
不
遠
矣
」
と
あ
る
。
朱
熹

『
詩
集
傳
』
は
小
序
を
否
定
し
「
此
大
夫
遭
時
之
亂
、
而
兄
弟
相
戒
以
免
禍
之
詩
」
と

し
つ
つ
も
、「
螟
蛉
有
子
、
則
蜾

負
之
、
以
興
不
似
者
可
敎
而
似
也
。
敎
誨
爾
于
、

則
用
善
而
似
之
可
也
」
と
、
や
は
り
古
來
の
化
生
說
を
支
持
し
て
い
る
。

52　

程
大
昌
『
演
繁
露
』
卷
十
五
に
、「
蒲
盧
直
是
蒲
與
蘆
耳
。
今
人
釋
中
庸
以
蒲
盧
爲

螟
蛉
。
其
誤
當
始
說
文
」
と
あ
る
。

53　

朱
熹
『
中
庸
章
句
』
に
、「
以
人
立
政
、
猶
以
地
種
樹
、
其
成
速
矣
、
而
蒲
葦
又
易

生
之
物
、
其
成
尤
速
也
。
言
人
存
政
擧
、
其
易
如
此
」
と
あ
る
。

54　

聯
緜
の
擬
態
語
に
よ
る
異
類
同
名
現
象
に
つ
い
て
は
、拙
論
「
列
子
華
胥
考
―
古
漢

語
に
お
け
る
異
類
同
名
に
つ
い
て
―
」（『
學
林
』
第
四
十
一
號
、
二
〇
〇
五
）、
及
び

拙
論
「
古
音
魚
部
疊
韻
考
―
古
漢
語
に
お
け
る
圓
球
・
屈
短
の
聯
緜
語
に
つ
い
て
―
」

（『
學
林
』
第
五
十
三
號
、
二
〇
一
一
）、
ま
た
、
王
國
維
「
爾
雅
草
木
蟲
魚
鳥
獸
名
釋

例
」（『
觀
堂
集
林
』
卷
五
）
を
參
照
。

55　

黃
侃
「
爾
雅
略
說
」（『
黃
侃
論
學
雜
著
』
所
收
、中
華
書
局
、一
九
六
四
）
に
、「
今

案
鄂
州
是
書
、
引
證
誠
爲
浩
博
。
…
雖
援
據
載
籍
極
多
、
治
爾
雅
者
、
亦
祗
能
等
之
於

雅
之
流
、
以
視
陸
璣
毛
詩
義
疏
、
陶
弘
景
本
草
注
、
固
不
逮
遠
甚
矣
」
と
あ
り
、
駱

鴻
凱
『
爾
雅
論
略
』（
嶽
麓
書
社
、
一
九
八
五
）
も
出
處
を
示
さ
ず
黃
說
を
引
用
し
て

い
る
。

56　

前
揭
書
『
中
國
科
學
技
術
史
・
生
物
學
卷
』
は
、「
從
羅
願
描
述
某
一
種
動
植
物
的

敍
述
順
序
上
、
還
可
以
看
出
、
他
具
有
較
多
的
動
植
物
分
類
知
識
、
這
方
面
也
是
高
于

雅
作
者
的
」
と
述
べ
、『
爾
雅
翼
』
に
は
既
に
生
物
學
に
お
け
る
「
科
屬
的
槪
念
」

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
て
具
體
例
を
擧
げ
て
い
る
。

57　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十
四
「
答
江
德
功
」
に
、「
格
物
之
說
、
程
子
論
之

詳
矣
。
而
其
所
謂
、
格
至
也
。
格
物
而
至
於
物
、
則
物
理
盡
者
、
意
句
俱
到
、
不
可
移

易
。
熹
之
謬
說
實
本
其
意
」
と
あ
り
、『
朱
子
語
類
』
卷
六
十
二
に
は
「
天
地
中
閒
、

上
是
天
、
下
是
地
、
中
閒
有
許
多
日
月
星
辰
山
川
草
木
人
物
禽
獸
、
此
皆
形
而
下
之
器

也
。
然
這
形
而
下
之
器
之
中
、
便
各
自
有
箇
道
理
、
此
便
是
形
而
上
之
道
。
所
謂
格

物
、
便
是
要
就
這
形
而
下
之
器
、
窮
得
那
形
而
上
之
道
理
而
已
」
と
あ
る
。

58　

顧
璘
「
爾
雅
翼
書
後
」
に
は
、「
是
書
之
於
格
物
詳
矣
、
學
者
能
復
熟
硏
究
、
由
是

而
進
、
大
學
之
道
、
蓋
無
難
者
」
と
あ
る
。

 

（
福
島
大
學
人
閒
發
逹
文
化
學
類
敎
授
）


